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（２）

第１回

野木町春まつり

　

野
木
町
の
新
た
な
春
の
風
物
詩
と
し

て
、「
野
木
町
春
ま
つ
り
」
が
４
月
４
日

（
土
）・
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）
の
３

日
間
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
日
（
土
）
は
、
町
総
合
運
動
公
園

に
お
い
て
「
さ
く
ら
祭
り
」
が
お
こ
な

わ
れ
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
小
山
北
桜
高

校
の
よ
さ
こ
い
や
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
番
組
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

輝
い
た
鈴
木
杏
奈
さ
ん
（
新
橋
在
住
）

の
ラ
イ
ブ
で
は
、
工
藤
昂
生
さ
ん
（
友

沼
在
住
）
や
堀
優
衣
さ
ん
（
足
利
市
在
住
）

が
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
さ
れ
、
多
く
の

お
客
様
が
歌
声
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

俳
句
・
短
歌
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
満

開
の
桜
の
下
で
「
春
」
に
ち
な
ん
だ
俳

句
や
短
歌
を
多
く
の
方
が
詠
ん
で
、
春

の
訪
れ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

夜
は
、
野
木
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
新
た

に
認
定
さ
れ
た
「
野
木
の
花
火
」
を
、

多
く
の
方
に
御
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
日
（
土
）
と
12
日
（
日
）
は
、
熊

野
神
社
で
「
さ
さ
ら
獅
子
舞
」
と
、
野

木
神
社
で
「
春
神
楽
」
が
お
こ
な
わ
れ
、

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
た
伝
統
芸
能
を

一
目
見
よ
う
と
多
く
の
見
物
客
が
集
ま

り
、
獅
子
舞
や
太
々
神
楽
を
堪
能
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
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野
木
町
の
新
た
な
春
の
風
物
詩
と
し

て
、「
野
木
町
春
ま
つ
り
」
が
４
月
４
日

（
土
）・
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）
の
３

日
間
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
日
（
土
）
は
、
町
総
合
運
動
公
園

に
お
い
て
「
さ
く
ら
祭
り
」
が
お
こ
な

わ
れ
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
小
山
北
桜
高

校
の
よ
さ
こ
い
や
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
番
組
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

輝
い
た
鈴
木
杏
奈
さ
ん
（
新
橋
在
住
）

の
ラ
イ
ブ
で
は
、
工
藤
昂
生
さ
ん
（
友

沼
在
住
）
や
堀
優
衣
さ
ん
（
足
利
市
在
住
）

が
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
さ
れ
、
多
く
の

お
客
様
が
歌
声
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

俳
句
・
短
歌
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
満

開
の
桜
の
下
で
「
春
」
に
ち
な
ん
だ
俳

句
や
短
歌
を
多
く
の
方
が
詠
ん
で
、
春

の
訪
れ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

夜
は
、
野
木
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
新
た

に
認
定
さ
れ
た
「
野
木
の
花
火
」
を
、

多
く
の
方
に
御
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
日
（
土
）
と
12
日
（
日
）
は
、
熊

野
神
社
で
「
さ
さ
ら
獅
子
舞
」
と
、
野

木
神
社
で
「
春
神
楽
」
が
お
こ
な
わ
れ
、

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
た
伝
統
芸
能
を

一
目
見
よ
う
と
多
く
の
見
物
客
が
集
ま

り
、
獅
子
舞
や
太
々
神
楽
を
堪
能
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
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その他
2億1,112万円（2.4％）
●　分担金及び負担金
●　使用料及び手数料
●　財産収入
●　寄附金
●　諸収入

その他
2億1,112万円（2.4％）
●　分担金及び負担金
●　使用料及び手数料
●　財産収入
●　寄附金
●　諸収入

繰越金
1億1,690万円（1.4％）
繰越金
1億1,690万円（1.4％）

依依

存存

財財

源源

（
46.9％

）
（
46.9％

）

（
5
3
.1％
）

（
5
3
.1％
）

自自
主主

財財

源源

その他
6,100万円（0.8％）
●　地方特例交付金
●　自動車取得税交付金
●　利子割交付金
●　交通安全対策特別交付金
●　配当割交付金
●　株式等譲渡所得割交付金

その他
6,100万円（0.8％）
●　地方特例交付金
●　自動車取得税交付金
●　利子割交付金
●　交通安全対策特別交付金
●　配当割交付金
●　株式等譲渡所得割交付金

町税
36億8,504万円
（43.2％）

町税
36億8,504万円
（43.2％）

国・県支出金
16億3,904万円
（19.2％）

国・県支出金
16億3,904万円
（19.2％）

繰入金
5億2,040万円
（6.1％）

繰入金
5億2,040万円
（6.1％）

町債
13億750万円
（15.3％）

町債
13億750万円
（15.3％）

地方消費税交付金
2億5,800万円（3.0％）
地方消費税交付金
2億5,800万円（3.0％）

地方譲与税
9,500万円（1.1％）
地方譲与税
9,500万円（1.1％）

歳 入
85億3,000万円

地方交付税
6億3,600万円
（7.5％）

地方交付税
6億3,600万円
（7.5％）

一般会計当初予算８５億３千万円

　
野
木
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
平
成
27
年
度
当
初
予
算
が
、
３
月
に

開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
は
１
５
２
億
６
０
６
万
円
と
な
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
85
億
３
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る

と
11
億
円（
14
・
８
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
理
由
は
、
民
生
費
が

４
億
２
６
８
２
万
円
の
増
額
の
ほ
か
、
教
育
費
が
２
億
８
６
３
５
万
円
の
増
、

土
木
費
が
１
億
６
７
０
７
万
円
の
増
、
総
務
費
が
２
２
２
４
万
円
の
減
額
な
ど

で
す
。

　
財
源
確
保
が
厳
し
い
状
況
の
中
、「
や
さ
し
さ
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
明
る

い
ま
ち
」
を
目
指
し
、
野
木
町
財
政
計
画
に
基
づ
く
財
政
運
営
の
健
全
化
を
推

進
す
る
一
方
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
町
の
活
性
化
策
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
策
な
ど
に
、
重
点
的
・
効
率
的
な
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

【
用
語
解
説
】

①
町
税

　み
な
さ
ん
が
町
に
納
め
た
税
金

②
地
方
譲
与
税

　自
動
車
重
量
税
な
ど
の
一
部
で
、
も
と
も
と
地  

　方
税
と
し
て
納
め
る
べ
き
も
の
を
、
国
税
と
し

　て
徴
収
し
、
町
へ
譲
与
さ
れ
る
お
金

③
利
子
割
交
付
金

　国
が
徴
収
し
た
利
子
税
の
中
か
ら
町
へ
交
付
さ

　れ
る
お
金

④
地
方
消
費
税
交
付
金

　消
費
税
の
一
部
で
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

⑤
地
方
交
付
税

　所
得
税
な
ど
国
が
徴
収
し
た
税
金
の
中
か
ら
町

　の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金

⑥
繰
入
金

　町
が
持
っ
て
い
る
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
繰

　り
入
れ
ら
れ
る
お
金

⑦
地
方
特
例
交
付
金

　恒
久
的
な
減
税
に
伴
う
地
方
税
の
減
収
額
の
一

　部
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
地
方
税
の
代
替
え
の

　財
源
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の

⑧
町
債

　公
共
事
業
を
行
う
た
め
の
長
期
借
入
金
の
こ
と

予
算

平
成  

　
年
度

27
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商工費（1.2％）
1億498万円
商工費（1.2％）
1億498万円

その他
2,000万円（0.2％）
●　予備費
●　災害復旧費
●　諸支出金

その他
2,000万円（0.2％）
●　予備費
●　災害復旧費
●　諸支出金

消防費（4.9％）
4億1,840万円
消防費（4.9％）
4億1,840万円

農林水産業費（3.6％）
3億690万円
農林水産業費（3.6％）
3億690万円

土木費
10億2,948万円
（12.1％）

土木費
10億2,948万円
（12.1％）

民生費
26億6,730万円
（31.3％）

民生費
26億6,730万円
（31.3％）

総務費
11億2,966万円
（13.2％）

総務費
11億2,966万円
（13.2％）

衛生費
7億6,475万円
（9.0％）

衛生費
7億6,475万円
（9.0％）

公債費
4億5,251万円
（5.3％）

公債費
4億5,251万円
（5.3％）

教育費
14億8,514万円
（17.4％）

教育費
14億8,514万円
（17.4％）

議会費（1.8％）
1億5,088万円
議会費（1.8％）
1億5,088万円

歳 出
85億3,000万円

財政特集

「やさしさとやすらぎに
　　　　　 満ちた明るいまち」を目指して
公債現在高

財産現在高

基金現在高

平成２７年３月３１日現在

平成２７年３月３１日現在

平成２７年３月３１日現在

事 業 債 名 金 額
増減率
（％）

一 般 会 計 事 業 債 ５２億３，０８６万円 ５．９

農業集落排水事業債 ３億８，３０９万円 △５．８

下 水 道 事 業 債 ４２億３，７８８万円 １．４

水 道 事 業 債 ９億８，１７１万円 △４．５

町 営 墓 地 事 業 債 ３，１１１万円 △１１．１

合 計 １０８億６，４６５万円 ２．６

区 分 土地（㎡） 建物（㎡）

本 庁 舎 24,306.94 5,177.09

その他の
公共施設

警 察（ 消 防 ） 
施 設

3,289.52 1,042.12

その他の施設 4,889.70 458.54

公共用
財産

学 校 213,525.14 47,274.98

公 営 住 宅 2,084.00 498.36

公 園 263,808.50 438.65

その他の施設 312,015.26 20,394.51

山 林・ そ の 他 91,192.43 772.24

合 計 915,111.49 76,056.49

基 金 名 金 額
増 減 率
（％）

財 政 調 整 基 金 １２億９，４３９万円 △７．４

公 共 施 設 整 備 基 金 １億４，８８４万円 △２５．１

義 務 教 育 施 設 整 備 基 金 ３億３，８２４万円 ０．３

減 債 基 金 ２億１，３１５万円 ０．０

ま ち づ く り 基 金 １億３５０万円 ０．０

災 害 基 金 １，０４０万円 １．１

地 域 福 祉 基 金 ２億２，６４３万円 ０．０

土 地 開 発 基 金 １億６６万円 △６４．０

介 護 保 険 給 付 費 準 備 基 金 １，８７０万円 △３９．１

重 要 文 化 財 野 木 町

煉 瓦 窯 保 存 基 金
３８２万円 ８．８

一 般 旅 券 印 紙 等 購 買 基 金 ２００万円 ０．０

国民健康保険財政調整基金 １億５，０１０万円 ０．０

東日本大震災復興推進基金 １，８３３万円 △８．５

当初予算額の推移
億円

26 年度252423 27
35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

68
億
2
０
０
０
万
円

66
億
9
０
０
０
万
円

68
億
4
０
０
０
万
円

74
億
3
０
０
０
万
円

85
億
3
０
０
０
万
円



（６）

煙町道整備・管理事業　　　　　　　　　４億４，８６９万円

煙自立支援給付事業　　　　　　　　　　３億９，９６０万円

煙児童手当給付事業　　　　　　　　　　３億９，９００万円

煙小山広域保健衛生組合負担金　　　　　３億５，４３６万円

煙委託保育所運営事業　　　　　　　　　３億７３８万円

煙常備消防事務委託事業　　　　　　　　２億８，８６６万円

煙（仮称）交流センター建設・運営事業　　２億６，４２２万円

煙安心こども特別対策事業　　　　　　　２億４，５４４万円

煙南赤塚小学校大規模校舎改修事業　　　１億７，５９２万円

煙施設型給付費事業　　　　　　　　　　１億３，３１５万円

煙文化会館管理運営事業　　　　　　　　　  ９，４４７万円

煙こども医療費助成事業　　　　　　　　　  ８，１７０万円

主な事業の予算（一般会計）１人当たりが
負担する町税

１人当たりに
使われるお金

町民税

７２，４５１円

民生費

１０３，０４４円

固定資産税

６１，８９９円

教育費

５７，３７４円

町たばこ税

６，３３６円

土木費

３９，７７１円

軽自動車税

１，676 円

総務費・衛生費・公債費他

１２９，３４５円

平成２７年３月３１日住基人口２５，８８５人より計算

平成２７年度 会計別予算

予
算

平
成  
　
年
度

27

※四捨五入により数値が合わない場合があります。

会 計 名 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 比 較 増 減 額 増減率
（％）

一 般 会 計 ８５億３，０００万円 ７４億３，０００万円 １１億円 １４．８

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ３３億８，１９４万円 ２８億５，２４７万円 ５億２，９４７万円 １８．６

介 護 保 険 特 別 会 計 １７億３，７０６万円 １６億９３５万円 １億２，７７１万円 ７．９

後期高齢者医療特別会計 ２億３，３４６万円 ２億３，１５９万円 １８７万円 ０．８

農業集落排水事業特別会計 ５，５６９万円 ５，９６７万円 △３９８万円 △６．７

公共下水道事業特別会計 ８億４，０８０万円 ７億４，０１４万円 １億６６万円 １３．６

町 営 墓 地 事 業 特 別 会 計 ７，２５９万円 ７，５５８万円 △２９９万円 △４．０

野木東工業団地周辺開発事業特別会計 ３億５，４５３万円 － ３億５，４５３万円 皆増

水
道
事
業

収 益 的 収 入 ３億６，６３５万円 ３億７，４２８万円 △７９３万円 △２．１

収 益 的 支 出 ３億５，３０５万円 ３億３，８９５万円 １，４１０万円 ４．２

資 本 的 収 入 ２，２４２万円 ２，１３０万円 １１２万円 ５．３

資 本 的 支 出 ２億５，０６２万円 ２億６，０６３万円 △１，００１万円 △３．８



（７）

財政特集

２６年度予算の執行状況

●26年度の一般会計予算執行状況（繰越事業費含む）（３月31日現在）

歳入額 (予算額) 歳出額(予算額)

2億8129

（2億7392）

1738

（1738）

9686

（9700）

1億4922

（1億4922）

2億6834

（2億6000）

2億8958

（2億8958）

6億5280

（6億6100）

5億680

（7億6000）

11億6434

（16億3531）

35億9909

(36億4666）

歳
　　　　入

（102.7％）

（100.0％）

（99.9％）

（100.0％）

（103.2％）

（100.0％）

（98.8％）

（66.7％）

（71.2％）

（98.7％）

（万円）

（50.3％）

（99.7％）

（95.6％）

（88.1％）

（99.6％）

（56.6％）

（78.6％）

（76.9％）

（94.2％）

歳
　　　　出

（万円）

●26年度の特別会計予算執行状況（繰越事業費含む）（３月31日現在）

【水道事業】

（万円） （万円）

（万円） （万円）

歳出額（予算額）

歳  出

（歳出額）予算額

歳  出

歳入額

歳  入

（予算額）

（歳入額）

歳  入

予算額

総務費

民生費

衛生費

教育費

土木費

農林水産業費

公債費

議会費

消防費

その他

その他

地方交付税

繰越金

繰入金

町 税

町 債

地方譲与税

国・県支出金

地方特例
交付金

地方消費税
交付金

21億5023

（22億8178）

9億9389

（12億9327）

10億2596

（11億7570）

6億2979

 （8億146）

6億7727

 （7億830）

2億8904

 （5億1089）

4億2247

（4億2397）

3億301 

（3億4378）

  1億2029

(1億2065)

6551

                      （1億3027）

（87.3％）

後期高齢者医療

国民健康保険

介  護  保  険

農業集落排水事業

公共下水道事業

町営墓地事業

26億2308

 （28億3575）

14億7221

(16億8860)

2億797

(2億3648)

4893

(5776)

6億1612

(6億8979)

1677

(9162)

26億2371

 （28億3575）

15億7589

(16億8860)

2億2614

(2億3648)

5421

(5776)

6億6416

(6億8979)

9359

(9162)

収益的収支

資本的収支

3億866

(3億3439)

1億4691

(1億4949)

3億4607

(3億7428)

2130

(2130)

1億 2億 3億 4億1億2億3億4億

5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億 40億

5億10億15億20億25億

5億 10億 15億 20億 25億 30億5億10億15億20億25億30億

（92.5％）

（87.2％）

（87.9％）

（84.7％）

（89.3％）

（18.3％）

（92.5％）

（93.3％）

（95.6％）

（93.9％）

（96.3％）

（102.2％）

（92.3％）

（98.3％）

（92.5％）

（100.0％）



（８）

   

ふ
る
さ
と
考

　

『
ふ
る
さ
と
』
と
呼
べ
る
と
こ
ろ

が
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
ふ
る
さ
と
が
心
の
支
え
に

な
っ
た
り
、
そ
の
後
の
人
生
の
ジ
ャ

ン
プ
台
と
な
っ
た
り
様
々
で
す
。

　

私
自
身
、
出
生
地
は
旧
烏
山
町
で
す

が
、
正
直
な
と
こ
ろ
記
憶
に
は
余
り

残
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
ゆ
か
り

の
方
々
に
、
泣
き
虫
で
「
よ
く
抱
っ

こ
し
た
よ
」
と
か
言
わ
れ
る
と
、
な

ぜ
か
一
気
に
暖
か
さ
に
包
ま
れ
、
幸

せ
感
に
浸
れ
ま
す
。

　小
・
中
学
校
、
高
校
生
ま
で
宇
都

宮
市
で
育
ち
、
現
在
も
そ
の
地
に
私

の
両
親
が
お
り
ま
す
の
で
、
ふ
る
さ

と
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
大
学
、

結
婚
と
20
代
の
大
部
分
を
東
京
で
過

ご
し
ま
し
た
。
楽
し
く
も
忙
し
い

日
々
の
思
い
出
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
が
、
ふ
る
さ
と
と
は
ち
ょ
っ
と
違

う
感
覚
で
す
。

　転
勤
で
茨
城
に
移
り
、
家
も
建
て

て
、
そ
こ
で
の
子
育
て
中
に
、
急
に

夫
の
祖
母
、
両
親
が
次
々
と
介
護
を

要
す
る
状
態
と
な
り
、
と
う
と
う
通

い
き
れ
な
く
な
っ
て
野
木
に
住
む
こ

と
に
な
っ
た
次
第
で
す
。
私
も
こ
れ

だ
け
移
動
す
る
と
色
々
な
思
い
出
が

重
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
素
晴
ら
し
い

出
会
い
は
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で

す
。
誰
に
で
も
、
忘
れ
が
た
い
思
い

出
が
各
地
に
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。　私

の
よ
う
に
出
生
地
の
ふ
る
さ
と

は
別
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
今
、
野

木
に
長
く
住
ん
で
い
る
か
ら
に
は
、

こ
こ
を
終
の
住
処
と
し
て
本
腰
を
入

れ
『
ふ
る
さ
と
』
づ
く
り
に
励
ん
で

い
こ
う
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　皆

様
と
ご
一
緒
に
ぜ
ひ
素
晴
ら
し

い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　栃
木
県
の
南
の
玄
関
口
と
し
て

「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
も
っ
て
や

さ
し
く
お
迎
え
で
き
る
よ
う
に
、
皆

様
の
楽
し
い
触
れ
あ
い
の
企
画
、
体

験
を
広
め
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。
同
時
に
自
然
溢
れ
る
安
全
安

心
で
住
み
や
す
い
こ
の
町
が
、
誇
れ

る
ふ
る
さ
と
と
し
て
多
く
の
皆
様
に

愛
さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　ふ
る
さ
と
は
近
く
に
あ
り
て
思
う

も
の
、
と
し
た
い
で
す
ね
。

　皆
様
の
足
元
に
あ
る
素
敵
な
宝
物

を
発
見
し
て
い
け
れ
ば
、
ふ
る
さ
と

み
が
き
に
拍
車
が
か
か
る
と
思
い
ま

す
。

ひひ

野木町長
真瀬宏子

コ
ラ
ム

コ
ラ
ムろろ

栃木野木工場

所在地　栃木県下都賀郡野木町大字川田１番地５

株式公開　東証一部、名証一部上場

売上高　 １０１２億１５百万円（２０１４年３月期・連結）

従業員数　 ２，７３３名（２０１４年３月・連結）

事業所　本社名古屋工場　他７工場

　あなたの家で電気を通じて毎日の暮らしを支えるブレーカや配・分電盤、

また、電気の使用量が多い店舗や工場に必要な高圧受電設備など、街の

あらゆる場所で日東工業が開発・製造した電気機械器具や機器収納用

キャビネットが使われ、電気と暮らしをつなぐ役割を担っています。

キラリと光る野木町の企業紹介Ｎｏ．２

電気と情報通信のインフラ創造をとおして、明るい未来を育みます

環境にやさしい新商品開発を
積極的に展開し、クリーンエ
ネルギーの普及に取り組んで
います！

《社員のひとこと》

野木町で生まれ育った私ですが、縁あって名古屋が本社で

ある日東工業に入社しました。工場が設立され早15年経ち

ますが、これからも会社を通じて地域貢献に積極的に取組

み、野木町の更なる発展に微力ながらお手伝いさせて頂き

ます。　   （総務課　須田　隆幸さん）

野木工場総務課の
メンバーです



（９） 記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

　

印
鑑
・
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の

※
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
を

　

受
診
さ
れ
た
方
は
、
補
助
金
は
交

　

付
さ
れ
ま
せ
ん

※
申
請
期
間
は
、
人
間
ド
ッ
ク
等
を

　

受
け
た
日
か
ら
１
年
以
内
で
す
。

人
間
ド
ッ
ク
検
査
費
用

を
助
成
し
ま
す

問
町
民
生
活
部
住
民
課

撒(

57)

４
１
３
６

　

野
木
町
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者
で
、
人
間
ド
ッ
ク
ま
た

は
脳
ド
ッ
ク
（
以
下
、「
人
間
ド
ッ

ク
等
」）
を
受
診
さ
れ
る
方
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

受
診
医
療
機
関
は
町
内
外
を
問
い

ま
せ
ん
。

対
象
者

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方
。

①
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢

　

者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
で
、
人

　

間
ド
ッ
ク
等
の
検
査
を
受
け
る
日

　

に
お
い
て
40
歳
以
上
の
方

②
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

　

る
世
帯
に
属
す
る
方
、
ま
た
は
後

　

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し

　

て
い
る
方

③
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
を

　

受
診
し
て
い
な
い
方

補
助
額

　

検
査
費
用
の
３
分
の
２
（
千
円
未

　

満
切
り
上
げ
）
で
３
万
円
を
限
度

　

額
と
し
、
１
年
度
に
つ
き
１
回
の

　

受
診
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
・
領
収
書
（
人
間
ド
ッ
ク

　

等
検
査
費
用
）・
検
査
結
果
表
・

広報のぎ

町からのお知らせ ５
２０１５

〈野木町役場〉０２８０（５７）４１１１代表
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.lg.jp/

※町の事業の申込受付は、特に指定のない限
　り土・日曜日、祝日、年末年始を除く８時
　３０分～１７時１５分（「としょかん」と「こどもひ
　ろば」を除く）

日 容 儡所 定対 申

今月の納期

　◇固定資産税　第１期　◇軽自動車税　全期

納
付
場
所

○
役
場
会
計
課

○
指
定
金
融
機
関
（
足
利
銀
行
本
支
店
）

○
収
納
代
理
金
融
機
関

　

（
み
ず
ほ
銀
行
本
支
店
、
常
陽
銀

　

行
本
支
店
、
栃
木
銀
行
本
支
店
、

　

足
利
小
山
信
用
金
庫
本
支
店
、
小

　

山
農
業
協
同
組
合
本
支
店
）

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

　

（
関
東
各
都
県
と
山
梨
県
内
の
ゆ

　

う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
）

○
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
コ
ン

　

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

平
成
27
年
度 

町
税
な
ど
の
納
期
・
納
付
方
法

問
総
合
政
策
部
税
務
課

撒（
57
）
４
１
２
４

納
付
の
し
か
た

①
現
金
で
納
め
ら
れ
る
方

　

届
い
た
納
付
書
で
、
次
の
納
付
場

　

所
に
お
い
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

②
口
座
振
替
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
方

　

指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
口
座
か
ら
、

　

納
期
日
に
振
替
に
な
り
ま
す
。

※
納
期
日
以
外
で
は
振
替
に
な
り
ま

　

せ
ん
。
納
期
日
ま
で
に
残
高
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

区分 町県民税 固定資産税 軽自動車税 国民健康
保 険 税

後期高齢者
医療保険料

介 護
保 険 料

５月 １期 全期
６月 １期
７月 ２期 １期 １期 １期
８月 ２期 ２期 ２期 ２期
９月 ３期 ３期 ３期
１０月 ３期 ３期 ４期 ４期 ４期
１１月 ５期 ５期 ５期
１２月 ４期 ６期 ６期 ６期
１月 ４期 ７期 ７期 ７期
２月 ８期 ８期 ８期

◎納期カレンダー



（１０）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

お知らせ

日 容 儡所 定対 申

〈
キ
ラ
輪
号
〉か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
社
会
福
祉
協
議
会

撒（
57
）
３
１
０
０

　

都
市
整
備
課　

撒（
57
）
４
１
６
１

　

〈
キ
ラ
輪
号
〉は
、町
の
中
な
ら「
ど

こ
か
ら
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
」
乗
り

降
り
で
き
る
、
公
共
の
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
出
か
け

に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
は
じ
め
に
ご
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

②
ご
利
用
に
は
利
用
券
が
必
要
で
す
。

[

利
用
料
金
１
回
（
片
道
）]

　

大
人
（
中
学
生
以
上
）
３
０
０
円

　

小
人
（
小
学
生
以
下
）
２
０
０
円

　

75
歳
以
上　
　
　
　
　

２
０
０
円

　

３
歳
未
満　
　
　
　
　
　
　

無
料

③
運
行
日
・
運
行
時
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

８
時
か
ら
17
時

※
土
日
祝
日
、
８
月
13
日
～
16
日
、

　

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
除
く

※
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

予約センター

緯（５４）５５１５

　平日８時～

　　１６時３０分

日時 内容
５月３０日（土）
１０時～

とうもろこしの種をまく
畑づくりと種まき

６月２８日（日）
１０時～ じゃがいもの収穫体験

７月下旬頃
１０時～ とうもろこしの収穫

８月２２日（土）
１０時～ ブロッコリーの苗植えとなすの収穫

１０月２４日（土）
１０時～

さつまいも掘り・ブロッコリー収穫
収穫祭

◎体験農業プログラム

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種

に
対
す
る
助
成
期
間
延
長

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）
４
１
７
１

　

町
で
は
大
人
の
方
に
対
す
る
風
し

ん
（
Ｍ
Ｒ
混
合
）
ワ
ク
チ
ン
に
対
す

る
予
防
接
種
助
成
を
１
年
間
延
長
い

た
し
ま
す
。

助
成
期
間

　

平
成
２８
年
３
月
３１
日
ま
で

対
象
者

　

野
木
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

　

接
種
日
に
お
い
て
１９
歳
以
上
４９
歳

　

以
下
の
方
。

実
施
医
療
機
関

　

野
木
町
内
及
び
小
山
地
区
医
師
会

　

（
小
山
市
・
下
野
市
・
上
三
川
町
）

　

加
入
の
医
療
機
関

助
成
回
数　

１
回

　

１５
件
（
家
族
参
加
歓
迎
）

　

３
、５
０
０
円

　
（
家
族
参
加
の
場
合
は
１
家
族
分
）

※
１
回
の
み
参
加
は
１
、０
０
０
円

※
８
月
は
５
０
０
円

　

５
月
７
日（
木
）～
１５
日（
金
）
ま
で
、

　

参
加
料
を
添
え
て
産
業
課
へ

そ
の
他

　

収
穫
物
は
一
律
、
決
め
た
重
さ
で

　

お
渡
し
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
農

　

作
物
は
成
育
状
況
等
に
よ
り
体
験

　

内
容
及
び
日
程
が
変
更
と
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
の
際
に
詳
し
い
内
容
を
配
布

　

し
ま
す
。

助
成
額

○
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
…
３
、
０
０
０
円

○
麻
し
ん
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）混
合
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　

…
５
、
０
０
０
円

※
一
部
助
成
で
す
の
で
自
己
負
担
が

　

あ
り
ま
す
。
自
己
負
担
額
は
医
療

　

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

女
性
の
方
へ

　

妊
娠
し
て
い
る
方
、
及
び
妊
娠
の

　

可
能
性
の
あ
る
方
は
接
種
で
き
ま

　

せ
ん
。
ま
た
接
種
後
２
か
月
間
は

　

妊
娠
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

風
し
ん
予
防
接
種
は
、
任
意
の
予

　

防
接
種
で
あ
り
、
実
施
に
あ
た
っ

　

て
は
医
師
と
相
談
し
、
行
っ
て
く

　

だ
さ
い
。

体
験
農
業 

農
民
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

問
町
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
事
務
局

（
町
産
業
課
内
）撒（
５７
）
４
１
７
４

　

農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会

で
は
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
活

動
の
一
環
と
し
て
、
農
業
体
験
を
開

催
し
ま
す
。
苗
の
植
え
付
け
か
ら
収

穫
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
皆
で
楽
し

く
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　

・　

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

　

佐
川
野
地
内

　

町
内
在
住
・
在
勤
の
方

医 療 機 関 名 電話番号

いなば内科クリニック （５７）０７７０

岩崎医院 （５６）０２８０

菊池クリニック （５７）２５１０

さくら診療所 （５４）５００４

鹿野クリニック （５７）００５６

寺内整形外科 （５７）９８１１

野木病院 （５７）１０１１

◎町内実施医療機関

日

容

所

定

対

儡申



（１１）

原
動
機
付
自
転
車
等
の
税
率

改
正
時
期
が
延
期
さ
れ
ま
す

問
総
合
政
策
部
税
務
課

撒（
５７
）
４
１
２
３

　

平
成
27
年
度
税
制
改
正
お
よ
び
町

税
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
次
の
表
の

車
種
に
つ
い
て
は
、
税
率
の
引
き
上

げ
時
期
が
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
４
月
１
日
に
１
年
延
期
と

な
り
ま
し
た
。

　

改
正
後
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
町

広
報
平
成
26
年
12
月
号
（
11
頁
）
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

春
の
交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る
み
運
動 

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！
あ
な
た
が
主
役
で
す

問
総
合
政
策
部
総
務
課

撒（
57
）
４
１
２
８

期
間　

５
月
１１
日（
月
）～
20
日（
水
）

運
動
の
基
本

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

　

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進　

　
　

（
特
に
、
自
転
車
安
全
利
用
五

　
　

則
の
周
知
徹
底
）

　

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
　

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　
　

い
着
用
の
徹
底

　

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

④
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
動
の
推
進

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

問
野
木
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

撒（
23
）
１
３
３
３

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

撒
０
５
７
０（
０
６
４
）
３
７
０

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
み
ん
な
で
つ
く

ろ
う
！
消
費
者
が
主
役
！
」
で
す
。

　

消
費
者
が
主
役
と
な
っ
て
選
択
・
行

動
出
来
る
社
会
を
、
社
会
全
体
で
連

携
し
て
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

高
齢
化
・
高
度
情
報
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
伴
う
消
費
者
問
題
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

お知らせ

寄 附 金 の 活 用 を 希 望 す る 事 業 件数 寄 附 金 額

①子どもの健全育成、子育て支援事業 ９件 ９０，０００円

②安全安心なまちづくり事業 ２件 ２０，０００円

③高齢者の生きがい、健康づくり事業 ３件 ７０，０００円

④歴史・文化・スポーツ振興事業 ２件 １１０，０００円

⑤野木町煉瓦窯保存修復事業 ５件 ４２，０００円

⑥まちづくり全般 ２４件 ２９０，０００円

①～⑥以外の事業 １件 １５，０００円

合計 ４６件 ６３７，０００円

後藤　裕美　様 森　葉子　様 志村　秀明　様

福嶌　郁人　様 海老沼 富美子　様 廣田　正江　様

舘野　留夫　様 関根　髙司　様 岩城　　彰　様

小野　聡美　様 阿久津　賢　様 重川　幸男　様

田村　佳英　様 岡村　憲治　様 大貫　敏行　様

◎ご寄附いただいた方（氏名の公表を同意された方）◎寄附金の受入状況

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の

納
付
は
お
早
め
に

問
総
合
政
策
部
税
務
課

撒（
57
）
４
１
２
３

　

栃
木
県
税
事
務
所
（
自
動
車
税
）

　

撒
０
２
８
２（
23
）
３
４
１
１

　

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
納
期

限
は
６
月
１
日
で
す
。
納
期
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
金
融
機
関
、
郵
便
局

の
ほ
か
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
で
納
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
安
全
で
便
利
な

口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

心
身
障
が
い
の
方
は
、
障
が
い
の

程
度
な
ど
に
応
じ
て
減
免
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）の
寄
附

受
入
状
況
を
公
表
し
ま
す

問
総
合
政
策
部
政
策
課

撒（
57
）
４
１
１
６

　

ふ
る
さ
と
野
木
町
を
応
援
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
度
中
は
45
件
・
総
額

６
３
７
、
０
０
０
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
）

原動機付自転車

５０cc 以下のもの

５０cc を超え９０cc 以下のもの

９０cc を超え１２５cc 以下のもの

ミニカー

軽自動車二輪のもの １２５cc を超え２５０cc 以下のもの

小型特殊自動車
農耕作業用のもの

その他のもの

二輪の小型自動車 ２５０cc を超えるもの



（１２）

平
成
27
年
度 

区
長
・
自
治
会
長
名
簿

問
総
合
政
策
部
総
務
課

撒（
57
）４
１
１
９

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
体
験
談
を
募
集

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
57
）
４
１
５
４

　

働
き
な
が
ら
家
事
や
育
児
、
介
護
、

趣
味
な
ど
「
仕
事
以
外
の
生
活
」
を

こ
な
し
て
い
く
中
で
の
感
動
し
た
こ

と
、
驚
い
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
談
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

５
月
１
日（
金
）～
６
月
19
日（
金
）

　

町
内
在
住
・
在
勤
者

応
募
方
法

　

１
、
２
０
０
字
以
内
の
作
品
に
住

　

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
添
え
て

　

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

メ
ー
ル
に
よ
り
提
出

※
応
募
作
品
は
「
第
４
回
全
国
女
性

　

町
長
サ
ミ
ッ
ト
」
で
掲
示
・
配
布

　

し
ま
す
。

提
出
先

　

〒
３
２
９-

０
１
９
５（
住
所
不
要
）

　

野
木
町
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

　

人
権
・
協
働
推
進
係

姉
０
２
８
０（
57
）
３
９
４
５

死seikatukankyou@
tow

n.nogi.lg.jp
【
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
と
は
？
】

　

働
く
す
べ
て
の
男
女
が
、
家
事
や

育
児
、
介
護
、
趣
味
な
ど
「
仕
事
以

外
の
生
活
」
と
の
調
和
を
と
り
、
そ

の
両
方
を
充
実
さ
せ
る
働
き
方
・
生

き
方
の
こ
と
で
す
。

春
の
ハ
ン
ギ
ン
グ 

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
講
習
会

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
57
）
４
１
３
２

　

今
回
は
、
春
の
花
を
使
っ
た
ハ
ン

ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
す
。

初
め
て
の
方
で
も
簡
単
に
作
る
こ
と

が
で
き
、
３
か
月
以
上
壁
に
飾
っ
て

楽
し
め
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

５
月
30
日（
土
）13
時
30
分
～
16
時

講
師　

園
邉 

征
子 

先
生

　
　
　

（
英
国
王
立
園
芸
協
会
日
本

　
　
　

支
部
認
定
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

　
　
　

ケ
ッ
ト
マ
ス
タ
ー
）

　

町
公
民
館

　

20
名
（
先
着
順
）

　

３
、５
０
０
円

　

５
月
１
日（
金
）～
５
月
18
日（
月
）

　

参
加
費
を
添
え
て
生
活
環
境
課
へ

※
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
は
、

　

壁
に
か
け
た
り
、
吊
る
し
た
り
し

　

て
楽
し
む
「
花
の
寄
せ
植
え
」
で

　

す
。
塀
や
門
扉
を
華
や
か
に
し
て

　

く
れ
ま
す
。

区 名 氏 名 区 名 氏 名 区 名 氏 名
友 沼 小林　敏郎 南赤塚 石川　  清 潤 島 井上　嘉昭
松 原 富田　英俊 中 谷 鈴木　定男 若 林 金原　　栄
新 橋 小池　章三 丸林東 長島　正義 佐川野 岩崎　勝行
野 木 知久　善一 丸林西 舘野　恒夫 川 田 舘野　孝良
野 渡 長澤　政勝

自治会名 氏 名 自 治 会 名 氏 名 自治会名 氏 名
本 新 田 岡田　清一 ブルーミングガーデン野木 知久　智行 座 又 保坂　秀子
下 　 影 石塚　和則 野木 1 の 1 金田　浩行 行 家 森　　拓治
角 新 田 大嶋　寿和 野木 1 の２ 小澤　英夫 北 斗 横倉　弘一
上 羽 毛 田 平澤　利夫 野 木 ２ 舘野　幸次 中 之 内 小西　新平
中 古 屋 菅谷　正治 ひまわり団地 松本　雄二 篠 山 １ 須永　浩章
友 　 下 石塚　哲夫 野 木 ３ 赤坂　和男 篠 山 ２ 猪狩　年浩 自 治 会 名 氏 名
友 　 西 川島　良一 野 木 ４ 知久　　誠 中 谷 １ 針谷　昌雄 丸林西中４ 後部　隆雄
松 原 １ 野中　政男 野 木 ５ 須田　二郎 中 谷 ２ 鈴木　利治 丸 林 西 下 中島　　久
松 原 ２ 湯本　　博 野 木 ６ 木村和一郎 中 谷 ３ 岡部　重夫 潤 島 １ 小花　正秋
松 原 ３ 江幡　　徹 野 木 原 秦　　昭弘 中 谷 ４ 半田　　清 潤 島 ２ 舘野　　大
松 原 ４ 東 中野十三男 野 渡 １ 青田　鶴欠 丸林東上１ 印南　利彦 潤 島 ３ 狐塚　幸雄
松 原 ４ 西 杉森　　明 野渡２の１ 生沼奈美子 丸林東上２ 川田　嘉宏 潤 島 ４ 大岡　芳夫
新 橋 西 １ 飯塚　久雄 野渡２の２ 大川　哲男 丸林東上３ 渡部　　隆 若 林 １ 尾花　貞夫
新 橋 西 ２ 木田　明成 野 渡 ３ 梅山　清美 丸林東中１ 水森　英雄 若 林 ２ 舘野　信雄
新 橋 西 ３ 遠田　　宏 野 渡 ４ 亀山　　潤 丸林東中２ 秋山　　誠 佐 川 野 上 寳示戸則夫
新 橋 東 １ 栗島　幸男 富 岡 岩﨑巳代吉 丸林東下１ 清水　敏行 佐 川 野 中 柿沼　政市
新 橋 東 ２ 福田　勝憲 野 渡 ５ 七五三掛英雄 丸林東下２ 牛島　誠志 佐 川 野 西 柿沼　澄男
新 橋 東 ３ 橋本　　透 野 渡 ６ 海老沼聖義 丸林東下３ 大橋　史明 佐川野下の１ 知久　真一
卯 ノ 木 １ 牛島　義孝 狐 塚 １ 吉本　直樹 丸林東下４ 若林　　治 佐川野下の２ 三橋　秀行
卯 ノ 木 ２ 濱田　眞吾 狐 塚 ２ 藤井　　優 丸林東下５ 関川　雄二 佐川野下の３ 高橋　正明
芝 山 １ 茂木　　浩 陽 光 台 増田　芳治 丸 林 西 上 伊藤　卓男 佐川野下の４ 坪井　健二
芝 山 ２ 大山　寿則 矢 畑 福島　利明 丸林西中１ 荒籾進三郎 川 田 １ 筒井　武彦
大 塚 １ 伊藤　季和 中 根 小野　芳夫 丸林西中２ 真瀬　豊吉 川 田 ２ 鈴木　誠一
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◎平成２７年度区長名簿

◎平成２７年度自治会長名簿

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

対

日所定儡申

お知らせ



（１３）

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

問
総
合
政
策
部
総
務
課

撒（
57
）
４
１
１
４

　

平
成
26
年
10
月
か
ら
27
年
３
月
ま

で
の
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
政
に
対
す
る
理

解
と
信
頼
を
深
め
、
町
政
へ
の
町
民

参
加
を
促
進
し
、
公
正
で
開
か
れ
た

町
政
を
実
現
す
る
た
め
に
町
が
保
有

す
る
情
報
を
請
求
に
応
じ
て
公
開
す

る
も
の
で
す
。

※
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
．
公
開
請
求
の
件
数
及
び
処
理
状
況

※
未
決
定
件
数
と
は
、
次
回
の
集
計

　

期
間
に
公
開
決
定
等
を
繰
り
越
し

　

た
件
数
を
い
い
ま
す
。

１
．
個
人
情
報
開
示
請
求
等
の
件
数

　

及
び
処
理
状
況

※
訂
正
・
削
除
・
中
止
の
請
求
及
び 

　

是
正
の
申
出
な
し

２
．
不
服
申
立
て
の
状
況

　

該
当
な
し　

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
へ

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）
４
１
７
２

　

戦
後
70
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金（
第
10
回
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

　

で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準

　

日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ

　

る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者

※
一
件
の
請
求
に
対
し
、
複
数
の
決

　

定
等
が
為
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た

　

め
、
請
求
件
数
と
処
理
件
数
は
必

　

ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

２
．
不
服
申
立
て
の
状
況

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

問
総
合
政
策
部
総
務
課

撒（
57
）
４
１
１
４

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
27
年
３
月
ま

で
の
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
自
己
の
情
報
を
開

示
請
求
す
る
権
利
を
保
障
す
る
も
の

で
す
。
町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
を

請
求
に
よ
り
、
閲
覧
や
写
し
の
交
付

を
も
っ
て
開
示
す
る
も
の
で
す
。

　

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

　

族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没

　

者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い

　

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

　

位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

１．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

　

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

　

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２．
戦
没
者
等
の
子

３．
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

　

母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関

　

係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件

　

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

　

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４．
右
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等

　

の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

　

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

　

て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
限

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で　
　

　

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
10
回

　

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

　

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。）

※
尚
、
平
成
32
年
４
月
１
日
を
基
準

　

日
と
す
る
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

　

は
、
平
成
32
年
４
月
１
日
か
ら
請 

　

求
受
付
を
行
う
予
定
で
す
。

未
決
定
件
数

公
文
書
不
存
在
件
数

非
公
開
件
数

公開件数 請求件数

部
分
公
開
件
数

全
部
公
開
件
数

 

前
回
の
集
計
期
間
内
の

　
　
請
求
分
で
繰
り
越
し
た
件
数

今
回
の
集
計
期
間
内
の
請
求
分

１ １ ０ １ ４ ０ ６

処理状況

前
回
の
集
計
期
間
内
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
繰
り
越
し
件
数

今
回
の
集
計
期
間
内
の
不
服
申
立
て
件
数

審
理
中

取
下
げ

決定済

却
下

棄
却

一
部
認
容

認
容

０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ２

未
決
定
件
数

個
人
情
報
不
存
在
件
数

非
公
開
件
数

開示件数 開示請求件数

部
分
開
示
件
数

開
示
件
数

　
　
前
年
度
の
請
求
分
で

　
　
　
　
　
繰
り
越
し
た
件
数

当
該
年
度
の
請
求
分

０ ２ ０ ０ ０ ０ ２

お知らせ



（１４）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

お知らせ

日 容 儡所 定対 申

【
作
業
時
間
】

　

９
時
～
12
時（
時
間
内
に
適
宜
参
加
）

【
申
込
方
法
】

　

４
月
30
日（
木
）か
ら
問
い
合
わ
せ

　

先
に
電
話
に
て
申
込
み

【
問
合
せ
先
】

　

栃
木
市
総
合
政
策
部
遊
水
地
課

　

撒
０
２
８
２（
62
）
０
９
１
９

※
中
止
の
際
は
、
栃
木
市
か
ら
当
日
の

　

７
時
よ
り
電
話
に
て
連
絡
し
ま
す
。

②
第
２
調
節
池
会
場

【
作
業
箇
所
】

　

第
２
調
節
池
環
境
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
３

【
駐
車
場
】

　

生
井
桜
づ
つ
み
堤
防
上
駐
車
場

【
受
付
】

　

６
時
30
分
～

　

第
２
調
節
池
環
境
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
３

【
作
業
時
間
】

　

７
時
～
８
時

【
申
込
方
法
】

　

事
前
申
込
み
不
要
。
当
日
、
直
接

　

受
付
場
所
へ

【
問
合
せ
先
】

　

小
山
市
総
合
政
策
部

　

渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
推
進
課

　

撒
０
２
８
５（
22
）
０
３
５
４

※
中
止
の
際
は
、
小
山
市
ホ
ー
ム 

　

ペ
ー
ジ
に
当
日
の
５
時
ま
で
に
掲

　

載
し
ま
す
。

▽https://w
w

w.city.oyama.tochigi.jp/

渡
良
瀬
遊
水
地
外
来
植
物

除
去
活
動
参
加
者
募
集

問
総
合
政
策
部
政
策
課

撒（
57
）
４
２
６
０

　

渡
良
瀬
遊
水
地
で
は
、
セ
イ
タ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
や
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
外

来
植
物
が
貴
重
な
湿
地
植
物
の
生
育

に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
の
た
び

栃
木
県
主
催
で
外
来
植
物
除
去
活
動

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
除
去
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

開
催
日

　

５
月
17
日（
日
）　

小
雨
決
行

開
催
場
所

　

渡
良
瀬
遊
水
地
内
２
箇
所

　

①
第
１
調
節
池
会
場

　

②
第
２
調
節
池
会
場

主
催　

栃
木
県

共
催　

栃
木
市
・
小
山
市
・
野
木
町

①
第
１
調
節
池
会
場

【
作
業
箇
所
】

　

第
１
調
節
池
越
流
堤（
上
流
）付
近

【
駐
車
場
】

　

藤
岡
渡
良
瀬
運
動
公
園
内
テ
ニ
ス

　

コ
ー
ト
西
側

【
受
付
】

　

９
時
～

　

第
１
調
節
池
越
流
堤
（
上
流
）
北

　

堤
防
上

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談

問
栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会

　

撒
０
２
８（
６
２
２
）
２
９
４
１

　

姉
０
２
８（
６
２
２
）
２
３
１
６

　

死asu.sw
@

dream
.ocn.ne.jp

　

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
相

談
を
お
受
け
し
、
事
務
所
へ
の
調
査

や
話
し
合
い
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
を
行

う
等
、
苦
情
の
解
決
を
図
り
ま
す
。

例
え
ば
こ
ん
な
時
…

・
約
束
し
た
は
ず
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

　

け
ら
れ
な
い
。

・
支
援
の
仕
方
が
乱
暴
だ
。
職
員
の

　

言
動
に
傷
つ
け
ら
れ
た
。

　

相
談
は
電
話
や
来
所
の
他
、
文
書

や
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
時
間

　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

※
相
談
料
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

栃
木
県
立
博
物
館

問
栃
木
県
立
博
物
館

　
　

撒
０
２
８（
６
３
４
）
１
３
１
１

県
博
デ
ー

　

も
っ
と
み
な
さ
ん
に
博
物
館
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
も
っ
と

博
物
館
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
博
物
館
の
日
イ
ベ
ン
ト
」を
毎
月
第

３
日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族

と
、
友
達
と
、
博
物
館
で
い
ろ
い
ろ

学
び
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

５
月
１７
日（
月
）

５
月
の
休
館
日

　

７
日（
木
）、１１
日（
月
）、１８
日（
月
）、

　

２５
日（
月
）

栃
木
県
立
美
術
館

問
栃
木
県
立
美
術
館

　
　

撒
０
２
８（
６
２
１
）
３
５
６
６

展
示
会
名

　

昭
和
を
生
き
た
画
家　

平
澤
熊
一
展

　

栃
木
県
立
美
術
館

　

６
月
21
日
（
日
）
ま
で

休
館
日

　

�

月
曜
日
（
た
だ
し
５
月
４
日
、
６

月
15
日
は
開
館
）、
５
月
７
日
、

６
月
16
日

　

一
般
８
０
０
円

　

大
高
生
５
０
０
円

　

中
学
生
以
下
無
料

日日

儡



（１５）

シ
ル
バ
ー
大
学
校
第
37
期
生
募
集

問
中
央
校
撒
０
２
８（
６
４
３
）
３
３
９
０

　

南
校
撒
０
２
８
２（
22
）５
３
２
５

授
業
時
間

　

１
日
４
時
間　

概
ね
週
１
回

　

（
２
年
間
で
３
２
０
時
間
）

　

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

学
習
年
限　

２
年
間

授
業
料
等

　

年
額　

１
８
、５
０
０
円

資
料
等
年
額　

２
、
０
５
０
円

※
授
業
教
材
費
・
自
治
会
費
・
ク
ラ
ブ

　

活
動
費
・
交
通
費
等
は
自
己
負
担

応
募
資
格

・
60
歳
以
上
で
県
内
在
住
の
方

・
地
域
活
動
に
意
欲
の
あ
る
方

募
集
期
間　

６
月
１
日
～
30
日

入
学
願
書
配
布
・
提
出
先

　

健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

入
学
を
希
望
す
る
シ
ル
バ
ー
大
学
校

説
明
会

▽
中
央
校
（
宇
都
宮
市
）

　

①
５
月
21
日（
木
）

　

②
６
月
８
日（
月
）

▽
南
校
（
栃
木
市
）

　

①
５
月
20
日（
水
）

　

②
６
月
９
日（
火
）

※
い
ず
れ
も
10
時
～
12
時

※
必
ず
１
回
、
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
学
を
希
望
す
る
学
校
の
方
へ
当

　

日
直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

お知らせ

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
か
ら

の
お
知
ら
せ

問
パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　

撒
０
２
８（
６
６
５
）
８
３
２
３

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
県
民
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
３
回
）

　

わ
た
し
ら
し
く
、
あ
な
た
ら
し
く

生
き
る
た
め
に
。
社
会
を
カ
エ
ル
最

初
の
一
歩
。
ま
ず
は
自
分
に
で
き
る

こ
と
か
ら
。

　

①
５
月
30
日（
土
）

　

②
６
月
13
日（
土
）

　

③
７
月
５
日（
日
）

　

13
時
30
分
～
16
時

　

ど
な
た
で
も

　

無
料

　

①
②
１
０
０
名　

③
80
名

　

各
開
催
日
前
日
（
申
込
先
着
順
）

そ
の
他

　

一
時
保
育
あ
り

　

（
満
６
か
月
か
ら
未
就
学
児
ま
で
）

※
詳
細
、
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

不
正
け
し
が
ご
家
庭
に
自
生
し
た

場
合
は
、
抜
去
し
処
分
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
外
で
不
正
け
し
を
見
か
け
た

り
、
鑑
別
に
迷
っ
た
と
き
は
県
南
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の
開
催

問
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校　

　
　
　

撒
０
２
８
２（
24
）７
５
７
５

実
施
期
間

　

６
月
か
ら
11
月
ま
で
（
全
６
回
）

参
加
対
象
者

　

障
が
い
児
・
者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
活
動
に
興
味
が
あ
る
高
校
生
以

　

上
の
生
徒
・
学
生
及
び
一
般
の
方
。

場
所

　

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校　

　

栃
木
市
皆
川
城
内
町
１
０
５
３
番
地

募
集
期
間

　

５
月
１
日（
金
）～
22
日（
金
）ま
で

不
正
け
し
撲
滅
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

撒
０
２
８
５（
22
）
６
１
１
９

　

け
し
の
仲
間
に
は
法
律
で
栽
培
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
管
内
で
確
認
さ
れ
た
不
正
け

し
は
約
２
０
０
０
本
で
、「
ア
ツ
ミ

ゲ
シ
（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）」（
写
真
）

と
「
ケ
シ
（
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
）」

が
あ
り
ま
し
た
。

　

繁
殖
力
が
強
く
、
雑
草
に
混
ざ
っ

て
自
生
し
て
い
ま
す
。

日対定 儡申

種類 ケシ アツミゲシ
草丈 １００～１６０cm ５０～１００cm

茎の特徴 無毛であり、あっても極めて少ない
葉の色 キャベツの様な白緑色

葉の特徴

①ふちはノコギリの
　様に不規則なギザ
　ギザ
②柄がなく、茎を堤
　込んでいる

①葉の切れ込みがや
　や深い
②葉の大きさがケシ
　よりも小型

花の色 赤、桃 薄紫
花びら ４枚、八重 ４枚

▲アツミゲシの花



（１６）

お知らせ

町
職
員
の
異
動

【
４
月
１
日
付
】
○
は
昇
格

部
長
級

▽
総
合
政
策
部
長
／
○
真
瀬
栄
八
▽

町
民
生
活
部
長
／
○
大
森
和
男

課
長
級

▽
総
務
課
長
／
伏
木
富
男
▽
税
務
課

長
／
上
原
栄
▽
住
民
課
長
／
町
田
功

▽
健
康
福
祉
課
長
／
田
村
俊
輔
▽
生

活
環
境
課
長
／
○
石
渡
真
▽
産
業
課

長
／
○
赤
坂
孝
夫
▽
都
市
整
備
課
長

／
○
上
原
善
一
▽
会
計
管
理
者
兼
会

計
課
長
／
舘
野
正
文

▽
生
活
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
室

長
／
○
山
中
修
▽
農
業
委
員
会
事
務

局
長
兼
庶
務
農
地
係
長
／
○
青
木
功

▽
生
活
環
境
課
付
主
幹
小
山
広
域
保

健
衛
生
組
合
派
遣
／
○
橋
本
利
男

課
長
補
佐
級

▽
政
策
課
長
補
佐
兼
契
約
管
財
係
長

／
○
柏
崎
孝
▽
税
務
課
長
補
佐
兼
町

民
税
係
長
／
○
島
田
雅
章
▽
税
務
課

長
補
佐
兼
資
産
税
係
長
／
○
知
久
佳

弘
▽
生
活
環
境
課
長
補
佐
兼
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
室
係
長
／
石
塚
慶
一
▽
産

業
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
／
酒

井
浩
章
▽
産
業
課
長
補
佐
兼
土
地
改

良
係
長
／
○
小
堀
美
津
夫
▽
都
市
整

備
課
長
補
佐
兼
施
設
保
全
係
長
／
○

川
島
栄
吉
▽
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計

係
長
／
潮
和
巳
▽
こ
ど
も
教
育
課
長

補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長
／
○
田
村

君
恵
▽
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯

学
習
係
長
／
金
谷
利
至
▽
生
涯
学
習

課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
／

渡
辺
薫
▽
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
図

書
館
係
長
／
塩
澤
栄

係
長
級

▽
総
務
課
消
防
交
通
係
長
／
松
原
一

敏
▽
政
策
課
開
発
推
進
室
係
長
／
小

沼
洋
司
▽
政
策
課
財
政
係
長
／
岩
崎

統
一
▽
政
策
課
政
策
係
長
／
○
小
林

仁
▽
住
民
課
住
民
戸
籍
係
長
／
○
遠

藤
操
▽
住
民
課
保
健
医
療
係
長
／
○

仁
平
知
明
▽
住
民
課
付
係
長
後
期
高

齢
医
療
広
域
連
合
派
遣
／
○
平
澤
明

美
▽
健
康
福
祉
課
高
齢
対
策
係
長
／

菅
原
清
美
▽
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

係
長
／
柿
沼
好
江
▽
生
活
環
境
課
人

権
協
働
推
進
係
長
／
○
中
島
直
美
▽

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
長
／
○
相

川
卓
也
▽
産
業
課
商
工
観
光
係
長
／

○
大
日
方
貴
雄
▽
都
市
整
備
課
下
水

道
係
長
／
岡
部
浩
一
▽
都
市
整
備
課

水
道
係
長
／
○
清
水
義
勝
▽
こ
ど
も

教
育
課
庶
務
管
理
係
長
／
○
野
澤
宏

次
▽
こ
ど
も
教
育
課
学
校
教
育
係
長

／
○
藤
田
順
子
▽
生
涯
学
習
課
公
民

館
係
長
／
○
塚
田
由
香
子　

※
紙
面
の
都
合
上
係
長
級
以
上
の
お

知
ら
せ
と
し
、
前
任
も
省
略
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

問〈
公
社
〉野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

撒（
56
）
２
１
３
７

興
新
規
会
員
募
集

　

新
規
会
員
の
入
会
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
話
連
絡
の
上
お
越
し
下
さ
い
。

入
会
資
格
は
、
野
木
町
在
住
で
、
60

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

方
で
す
。

　

特
に
「
障
子
・
襖
・
網
戸
」、「
農

作
業
」、「
屋
内
清
掃
」、「
家
事
援
助
」、

「
毛
筆
賞
状
書
き
」
の
で
き
る
方
を

募
集
中
で
す
。

入
会
説
明
会
日
時　
　

　

５
月
７
日（
木
）14
時
～
15
時
30
分

　

（
筆
記
用
具
持
参
）

興
刃
物
研
ぎ

　

５
月
15
日（
金
）10
時
～
15
時

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー

　

包
丁
類　
　
　

２
０
０
円
～

　

ハ
サ
ミ
類　
　

６
０
０
円
～

　

鎌
・
ナ
タ
類　

３
０
０
円
～

興
障
子
・
襖
・
網
戸
貼
り

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
子
・
襖
・
網
戸
の
張
替
も
承
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
依
頼
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日所儡

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

地
元
優
先
日

問
渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　

撒
０
２
８
２（
62
）
１
５
１
５

利
用
日　

６
月
４
日（
木
）

　

６
、
１
０
０
円

　
（
プ
レ
ー
フ
ィ
・
食
事　

消
費
税
込
）

　

 

５
月
22
日（
金
）ま
で
に
組
単
位
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
の
際
、「
地
元
優
先
日
利
用
」

　

と
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

問
全
国
健
康
保
険
協
会
栃
木
支
部

　
　

撒
０
２
８（
６
１
６
）
１
６
９
１

　

中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の
ご

家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

「
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
」
の
健
康

保
険
料
率
は
据
え
置
き
で
す
が
、
介

護
保
険
料
率
が
平
成
27
年
５
月
納
付

分
よ
り
現
行
の
１
・
７
２
％
か
ら
１
・

５
８
％
へ
引
き
下
げ
に
な
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▽http://www.kyoukaikenpo.or.jp/

儡申



（１７）

お知らせ

小
貫
あ
さ
み
▽
野
木
二
中（
佐
野
城

東
中
）
新
井
比
佐
子
、（
新
規
採
用
）

伊
藤
精
紀

養
護
教
諭
▽
友
沼
小（
小
山
城
東
小
）

浦
井
キ
ク
エ
▽
野
木
小（
下
生
井
小
）

石
井
照
子

主
事

▽
友
沼
小（
西
原
小
）佐
久
間
由
美

転
出　
　
　
　

 （　
）
内
は
転
出
校

教
頭

▽
野
木
中（
寒
川
小
）藤
田
晴
彦

教
諭

▽
佐
川
野
小（
間
々
田
小
）岩
下
貴
博

▽
南
赤
塚
小（
藤
岡
小
）笹
沼
靖
子
▽

新
橋
小（
藤
岡
小
）
山
中
恵
美
、（
田

野
小
）
大
森
千
春
▽
野
木
中（
岩
舟

中
）
野
尻
俊
二
、（
小
山
城
南
中
）
田

口
道
教
▽
野
木
二
中（
小
山
城
東
小
）

味
戸
由
之

養
護
教
諭

▽
友
沼
小（
大
谷
東
小
）小
堤
正
子
▽

野
木
小（
間
々
田
東
小
）五
十
畑
京
子

主
事

▽
友
沼
小（
小
山
城
東
小
）上
田
純 

退
職
【
３
月
３１
日
付
】

校
長

▽
友
沼
小
／
浅
川
峰
次

教
頭

▽
野
木
小
／
柿
沼
明
美

教
諭

▽
友
沼
小
／
横
塚
美
代
子

退
職
者
【
３
月
３１
日
付
】

舘
野
清
、
篠
崎
巌
、
齋
藤
一
夫
、
原

田
正
章
、
荒
川
勝
、
小
林
昭
子
、
小

泉
宏
、
根
岸
節
子
、
長
島
正
泰
、
野

本
芳
子　
　
　

以
上
１０
名

教
職
員
の
異
動

【
４
月
１
日
付
】

町
内
異
動
と
他
市
町
か
ら
の
転
入

（　
）
は
前
任
校

校
長

▽
友
沼
小（
小
山
城
東
小
）笹
沼
宏
己

教
頭

▽
野
木
小（
新
橋
小
）印
出
雅
昭
▽
南

赤
塚
小（
佐
川
野
小
）生
沼
房
子
▽
野

木
中（
南
赤
塚
小
）大
澤
治
亮

教
諭

▽
友
沼
小（
大
平
南
小
）
石
川
惠
、

（
国
分
寺
小
）
宮
田
裕
之
、（
新
規
採

用
）
家
中
祐
佳
▽
野
木
小（
新
規
採

用
）
神
永
悠
貴
▽
佐
川
野
小（
友
沼

小
）
大
谷
直
之
、（
大
平
中
央
小
）
亀

井
龍
彦
▽
南
赤
塚
小（
羽
川
小
）藤
田

尚
弘
、（
間
々
田
東
小
）
勝
井
美
代
、

（
国
府
北
小
）生
沼
香
苗
、（
山
辺
小
）

後
藤
美
帆
、（
新
規
採
用
）宮
澤
瑠
美

▽
新
橋
小（
小
野
寺
北
小
）石
塚
道
子
、

（
篠
井
小
）吉
田
菜
摘
、（
新
規
採
用
）

小
野
広
大
▽
野
木
中（
間
々
田
中
）川

上
収
、（
吹
上
中
）
大
出
貴
之
、（
藤

岡
二
中
）
福
岡
祥
成
、（
新
規
採
用
）

▽
野
木
小
／
木
村
善
子
▽
南
赤
塚
小
／

長
江
典
子
▽
野
木
二
中
／
濱
口
美
幸

事
務
長

▽
野
木
二
中
／
大
橋
利
昭

消
防
団
員
の
異
動

退
団
者

▽
本
部
団
員
／
寺
内
和
隆
▽
本
部
分

団
／
木
村
武
弘（
団
員
）／
佐
藤
正
仁

（
団
員
）
▽
第
１
分
団
／
上
原
一
範

（
分
団
長
）／
大
髙
博（
団
員
）／
北
川

幸
夫（
団
員
）▽
第
２
分
団
／
田
村
健

一
（
団
員
）
／
熊
倉
祐
一
（
団
員
）

▽
第
３
分
団
／
田
村
真
也（
分
団
長
）

／
眞
瀬
貴
宏（
班
長
）
／
岡
部
正
臣

（
団
員
）
▽
第
４
分
団
／
舘
野
悟（
分

団
長
）
／
岩
﨑
雄
一
郎（
団
員
）
／
峯

文
彦（
団
員
）／
知
久
章
浩（
団
員
）／

田
中
一
明（
団
員
）▽
第
６
分
団
／
関

根
良
彰（
団
員
）

新
入
団
員

▽
本
部
団
員
／
新
井
直
▽
本
部
分
団

／
関
根
章
弘
／
長
岡
武
仁
▽
第
１
分

団
／
上
原
雄
貴
／
秋
元
文
雄
／
森
雄

飛
▽
第
２
分
団
／
松
本
武
／
茅
原
寿

▽
第
３
分
団
／
大
橋
潤
一
／
田
村
一

樹
／
山
﨑
佳
太
▽
第
４
分
団
／
鈴
木

雅
人
／
老
沼
範
繁
／
黒
須
正
樹
／
柿

沼
宏
行
／
知
久
忍
▽
第
６
分
団
／
松

井
洋
▽
女
性
消
防
班
／
大
森
加
奈
恵

／
橋
本
か
お
り
／
中
村
沙
弥
郁

※
４
月
４
日
、
退
団
者
・
新
入
団
員

の
辞
令
交
付
式
が
町
役
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
女
性
消
防
団

員
が
新
し
く
３
名
入
団
し
ま
し
た
。

幹
部
役
員

◇
団
長
／
小
野
善
行
◇
副
団
長
／
大

森
健
雄
／
川
島
進
◇
本
部
団
員
／
大

髙
和
広
／
菅
谷
正
弘
／
新
井
直
／
中

村
英
樹
／
知
久
敦
則
◇
分
団
長
▽
本

部
分
団
／
寺
内
健
男
▽
第
１
分
団
／

海
老
沼
直
之
▽
第
２
分
団
／
小
川
治

▽
第
３
分
団
／
大
島
拓
也
▽
第
４
分

団
／
老
沼
哲
也
▽
第
６
分
団
／
栗
田

好
弘
◇
副
分
団
長
▽
本
部
分
団
／
須

見
俊
光
▽
第
１
分
団
／
荒
井
秀
明
▽

第
２
分
団
／
海
老
沼
高
行
▽
第
３
分

団
／
田
村
真
一
▽
第
４
分
団
／
寳
示

戸
寿
弘
▽
第
６
分
団
／
金
子
雅
俊

町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
57
）
４
１
３
１

　

こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）
４
１
３
８

◎
４
月
８
日
、
役
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　
ポ
ス
ト
で
測
定
し
た
値
は
、

　
地
面
か
ら
の
高
さ
１
ｍ
で

　
０
・０
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

　
で
し
た
。

◎
４
月
１
日
（
第
１
水
曜
日
）、
各
小
中

　
学
校
校
庭
で
測
定
し
た
量
の
値
は
、

　
最
大
０
・０
７
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

　
最
小
０
・０
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

　

で
し
た
。



（１８）

　

・　

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

　

５
歳
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者
の

　

ペ
ア
（
祖
父
母
も
可
）

　

先
着
15
組
（
30
人
）

　

１
人
１
、５
０
０
円

　

５
月
11
日（
月
）～
21
日（
木
）

　

参
加
費
を
添
え
て
、
町
公
民
館
へ

第
29
回
ザ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）
４
１
８
７

　

５
月
16
日(

土)　

受
付
７
時
～

　

日
光
市

　

霧
降
高
原
～
杉
並
木
公
園

　

(

予
定)

　

町
在
住
在
勤
者

　

１
人
３
、
０
０
０
円

　

(

昼
食
は
各
自
で
用
意)

　

70
名(

先
着
順)

　

５
月
１
日(

金)

～
５
月
14
日(

木)

に

　

参
加
費
を
添
え
、
問
い
合
わ
せ
先

　

へ

生涯学習・スポーツ

ス
ポ
ー
ツ

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館　
　

撒（
５７
）
４
１
７
７

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対
象

パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
14
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

５
月
16
日（
土
）
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

無
料

　

町
公
民
館
２
階　

第
４
研
修
室

※
日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

　

民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

文
化
の
つ
ど
い 

～
野
木
神
社 

太
々
神
楽
～

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）
４
１
８
８

　

町
文
化
協
会
主
催
に
よ
る
協
会
員

と
町
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
野
木
神
社
の

太
々
神
楽
を
行
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

５
月
10
日（
日
）

　

14
時
開
場
・
14
時
30
分
開
演

　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

　

入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

整
理
券
配
布

　

５
月
１
日（
金
）
９
時
～

　

町
公
民
館

※
１
人
２
枚
ま
で

親
子
ゼ
ミ 

野
木
・
ま
ち
な
か
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
２
０
１
５

問
町
公
民
館　
　

撒（
57
）
４
１
７
７

　

野
木
町
公
民
館
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
Ｓ
Ｖ
Ｃ
）
と
町
公
民
館
の

協
働
で
お
贈
り
す
る
、
豊
か
な
自
然

と
農
業
を
親
子
で
体
験
し
、
地
産
野

菜
を
味
わ
い
、仲
間
を
作
り
、ち
ょ
っ

と
学
ぶ
、
そ
ん
な
欲
張
り
な
講
座
の

第
８
回
目
で
す
。
田
舎
の
面
白
さ
、

楽
し
さ
を
農
業
体
験
を
通
し
て
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
！
！

日儡所

回 日時 内容 講師

① ６月６日（土）
１０時～１２時

開講式
有機無農薬の稲作「田植え」 舘野 廣幸 氏

② ６月２７日（土）
１０時～１２時 トマトの収穫体験 針谷 明彦 氏

③ ７月１１日（土）
１０時～１２時 トウモロコシの収穫体験 老沼 利治 氏

④ ９月２６日（土）
１０時～１２時 里山探検と観察 ＳＶＣ

⑤ １０月４日（日）
１０時～１２時 有機無農薬の稲作「稲刈り」 舘野 廣幸 氏

⑥ １１月２１日（土）
１０時～１２時 大根抜き 知久 善一 氏

⑦ １２月５日（土）
１０時～１２時

収穫祭「餅つき＆お雑煮づくり」
閉講式 ＳＶＣ

◎野木・まちなかグリーンツーリズム２０１５プログラム

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

ワ
イ
ワ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ

問
町
公
民
館　
　

撒（
57
）
４
１
７
７

　

み
ん
な
で
楽
し
く
ラ
ン
チ
を
作

り
ま
せ
ん
か
？
月
１
回
（
年
９
回
）、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
子
ど
も
達
の
交

流
を
大
切
に
し
た
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
１
回
目
）

　

５
月
16
日（
土
）10
時~

12
時

　

「
か
し
わ
も
ち
」
と
「
デ
ザ
ー
ト
」

（
２
回
目
）

　

６
月
７
日（
日
）10
時~

12
時

　

「
餃
子
」
と
「
杏
仁
豆
腐
」

　

町
公
民
館　

調
理
室

　

町
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

　

（
小
学
生
だ
け
の
参
加
も
可
）

　

20
名
（
先
着
順
）

　

１
人
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

講
師　

オ
ピ
ニ
オ
ン
友
の
会
会
員

　

（
１
回
目
）

　
　

５
月
８
日（
金
）～
13
日（
水
）

　

（
２
回
目
）

　
　

５
月
８
日（
金
）～
20
日（
水
）

　

参
加
費
を
添
え
て
町
公
民
館
へ

生
涯
学
習

容 日日儡 所定 対 容

日儡 所日所

日儡 定 対

容

申

申日儡定 対申 所



（１９）

プ
レ
イ
費　

９
、
８
０
０
円(

税
別) 

※
プ
レ
イ
費
等
は
当
日
会
場
に
て
徴
収

　

 

５
月
11
日(

月)

～
22
日(

金)

ま
で
に
参 

加
費
を
添
え
問
い
合
わ
せ
先
へ

第
31
回
野
木
町
婦
人
バ 

レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
大
会

問
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

鈴
木
裕
子
撒
０
９
０-

８
５
９
０-

５
４
４
９

　

６
月
７
日(

日)　

受
付
９
時
～

　

町
体
育
セ
ン
タ
ー

　

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
登
録
チ
ー
ム

抽
選
会　

５
月
28
日(

木)
　

５
月
27
日(

水)

ま
で
に
問
い
合
わ

　

せ
先
ま
で

第
37
回
野
木
町
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会

問
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　

松
原
正
代　
　

撒（
57
）
９
２
０
９

　

５
月
24
日(

日)

受
付
８
時
45
分
～

　

野
木
中
新
体
育
館

種
目　

男
女
各
ダ
ブ
ル
ス

　
　
　

(

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ク
ラ
ス)

　

１
組
２
、
２
０
０
円(

当
日
徴
収)

　

 

５
月
１
日(

金)

～
16
日(

土)

ま
で

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

第
３９
回
野
木
町
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

問
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会　

　

菅
野
信　
　
　

撒（
57
）
４
４
９
６

　

６
月
11
日(

木)　

受
付
８
時
２０
分

　

予
備
日　

６
月
12
日(
金)

　

あ
じ
さ
い
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

協
会
会
員
及
び
町
在
住
在
勤
者

　

協
会
会
員　

無
料

　

一
般
参
加
者　

５
０
０
円

　

６
月
４
日(

木)

ま
で
に
問
い
合　

　

わ
せ
先
へ

第
29
回
野
木
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）
４
１
８
７

　

６
月
３
日(

水)

　

ト
ッ
プ
ス
タ
ー
ト
８
時
４
分

　

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

　

18
歳
以
上
の
町
在
住
在
勤
者
及
び

　

そ
の
紹
介
者

　

２
０
０
名(

先
着
順)

競
技
方
法　

新
ペ
リ
ア
方
式

　

１
人
１
、５
０
０
円

スポーツ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

問
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　

松
原
正
代　
　

撒（
57
）
９
２
０
９

　

６
月
６
、
13
、
20
、
27
日

　

各
土
曜
日(

全
４
回)　

19
時
～

　

野
木
二
中
体
育
館

　

町
在
住
在
勤
者　

　

無
料

持
ち
物　

ラ
ケ
ッ
ト(

貸
与
可)

、　

　
　
　

運
動
の
出
来
る
服
装
、
体　

　
　
　

育
館
シ
ュ
ー
ズ

　

５
月
17

日(

日)

～
６
月
３
日(

水)

　

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

剣
道
教
室

問
町
剣
道
連
盟

　

岩
崎
統
一　
　

撒（
56
）
１
２
７
４

　

５
月
19
日(

火)

～
６
月
27
日(

土)

　

ま
で
の
各
火･

木･

土
曜
日

　

火･

木
曜
日　

町
武
道
館

　

土
曜
日　
　
　

野
木
二
中
武
道
館

　

５
０
０
円

　

小
学
校
１
年
生
以
上

持
ち
物　

運
動
の
出
来
る
服
装
、
タ

　
　
　
　

オ
ル
、
飲
み
物

　

 

５
月
１
日(

金)

～
16
日(

土)

ま
で
に

問
い
合
わ
せ
先
へ

お子さんの写真大募集！

　「広報のぎ」では、裏表紙にて「わが家のアイドル」と題し、町内にお住まいのお子さんの写真

を掲載しています。たくさんのご応募お待ちしております！

　詳しい内容等は電話または町ホームページをご覧ください。

◆問い合わせ先

　町総合政策部政策課撒（５７）４１３４　死 seisaku@town.nogi.lg.jp

日儡 対申 所日儡 対

申

所定

日対申 所日儡申 所

日儡 対申 所日儡対申 所



（２０）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

問
町
立
図
書
館　

撒（
57
）
２
８
１
１

お
は
な
し
会
の
予
定

☆
グ
レ
ー
ス
森

　

５
月
１
日（
金
）11
時
～
11
時
30
分

　

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ　

　

♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　

幼
児

☆
ピ
ノ
キ
オ

　

５
月
12
日（
火
）・
19
日（
火
）・
26
日（
火
）

　

11
時
～
11
時
20
分

　

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
♪
手
あ
そ
び

　

幼
児

☆
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
（
図
書
館
職
員
）

　

５
月
９
日（
土
）14
時
30
分
～
15
時

　

♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　

♪
工
作
等

　

４
歳
位
か
ら
小
学
生　

※
会
場
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

　

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

　

ひ
ま
わ
り
号
で
、
各
小
学
校
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
に
も
貸

し
出
し
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
児
童
書
が
中
心

で
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
貸
し
出
し

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

南
赤
塚
小　

５
月
７
日（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
～
13
時
30
分

友
沼
小　
　

５
月
13
日（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
～
13
時
40
分

佐
川
野
小　

５
月
19
日（
火
）

　
　
　
　
　

12
時
50
分
～
13
時
20
分

野
木
小　
　

５
月
21
日（
木
）

　
　
　
　
　

13
時
５
分
～
13
時
45
分

新
橋
小　
　

５
月
27
日（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
５
分
～
13
時
50
分

新
着
図
書
案
内

▽
一
般
書

○
レ
オ
ナ
ル
ド
の
扉

（
真
保
裕
一
）
小
説

○
神
様
の
裏
の
顔

（
藤
崎
翔
）
小
説

○
白
頭
の
人
（
富
樫
倫
太
郎
）
小
説

○
ジ
ャ
ー
で
楽
し
む
毎
日
の
サ
ラ
ダ

（
渥
美
真
由
美
）
料
理

スポーツ・としょかん

日 容 儡所 定対 申

日容対 日容対 日容対
と
し
ょ
か
ん

「私の一冊」を大募集しています！

　「広報のぎ」では、読書のまち推進の一環として４月号から「私の一冊」のコーナーを新設しました。

心に残る大切な一冊をあげていただき、その本と出会った時の状況や影響を受けたことなど掲載し

てきました。

　今後、多くの町民の皆様の本との出会いをご紹介したいので、たくさんのご応募お待ちしています。

　詳しい内容等は電話または町ホームページをご覧ください。

◆問い合わせ先

　町総合政策部政策課撒（５７）４１３４　死 seisaku@town.nogi.lg.jp

第
40
回
町
卓
球
選
手
権

大
会
兼
第
17
回
町
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

問
町
卓
球
協
会

　

舘
野
純
子　
　

撒（
56
）
１
５
４
４

　

５
月
17
日(

日)　

受
付
９
時
～

　

野
木
中
学
校
旧
体
育
館

　

町
在
住
在
勤
者
ま
た
は
、
町
卓
球

　

協
会
会
員

種
目　

　

卓
球
…
一
般
男
女
の
部
、

　
　
　
　

中
学
生
男
女
の
部

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
…
一
般
男
女
の
部

　

中
学
生
２
０
０
円

　

一
般
３
０
０
円(

当
日
徴
収)

　

５
月
１
日(

金)

～
13
日(

水)

ま

で

　

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

第
12
回
野
木
町
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
夏
季
大
会

問
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

田
村
勝
美　
　

撒（
57
）
１
１
８
５

　

６
月
14
日(

日)

　

受
付
８
時
30
分
～

　

野
木
中
新
体
育
館

　

高
校
生
以
上
の
男
女
チ
ー
ム

　

１
チ
ー
ム
２
、０
０
０
円(

当
日
徴
収)

　

 

５
月
１
日(

金)

～
８
日(

金)

ま
で
に 

問
い
合
わ
せ
先
へ

日所対儡申日所対儡申



（２１）

お
は
な
し
マ
ラ
ソ
ン

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
に

よ
り
リ
レ
ー
形
式
で
お
は
な
し
の
バ

ト
ン
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

♪
好
き
な
時
間
に
好
き
な
だ
け
お

は
な
し
を
楽
し
ん
で
ね
♪

　

５
月
24
日（
日
）

○
午
前
の
部

　

10
時
30
分
～
12
時
10
分

○
午
後
の
部

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
時
間
は
目
安
で
す
。

　

１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

出
演
者

　

 

野
木
町
内
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
図
書
館
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
や
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に

　

あ
り
ま
す
。

図
書
館
シ
ネ
マ

　

大
人
向
け
の
映
画
会
を
開
催
し
ま

す
。

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」

　

５
月
30
日（
土
）14
時
～
16
時

　

２
Ｆ
ホ
ー
ル

紙
芝
居
の
会

　

は
じ
め
て
の
方
で
も
大
丈
夫
！

　

紙
芝
居
の
演
じ
方
を
楽
し
み
な
が

ら
学
ん
で
、
お
話
し
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

５
月
14
日（
木
）10
時
～
12
時

　

２
階
ホ
ー
ル

　

１
回
５
０
０
円

としょかん
▽
児
童
書

○
パ
ン
の
お
う
さ
ま

（
え
ぐ
ち
り
か
）
絵
本

○
お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う
に

（
く
す
の
き
し
げ
の
り
）
大
型
絵
本

○
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
え
ん
そ
く

（
中
川
李
枝
子
）
大
型
絵
本

○
ガ
フ
ー
ル
の
勇
者
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

（
キ
ャ
ス
リ
ン
・
ラ
ス
キ
ー
）よ
み
も
の

○
５
ア
ン
ペ
ア
生
活
を
や
っ
て
み
た

（
斎
藤
健
一
郎
）
科
学

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
資
料
検
索
↓
新
着

　

資
料
検
索
）か
ら
検
索
が
で
き
ま
す
。

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
で
あ
そ
ぼ
う

　

５
月
７
日（
木
）11
時
～
11
時
30
分

　

２
階
ホ
ー
ル

　

０
歳
～

　

図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話

主
催　

ひ
よ
こ
の
会
・
よ
ち
よ
ち
く
ら
ぶ

こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う

　

５
月
３
日（
日
）10
時
～
11
時
30
分

　

２
階
研
修
室

　

無
料

　

10
名
程
度

　

不
要

広　　告

「広報のぎ」に掲載する有料広告を募集します。

　モノクロ１段枠（横１７５㎜×縦４０㎜）１６,０００円／月
　モノクロ半段枠（横８５㎜×縦４０㎜）　８,０００円／月
　※この記事のサイズが「半段枠」です。
　※審査の結果、掲載できない場合があります
　※詳しいことはお問い合わせください。

問総合政策部政策課（５７）４１３４

日所対申

日所

日所日所儡

日所儡定申

人
権
標
語

　
　だ
れ
に
で
も

　

　
　
　
　
　や
さ
し
い
気
持
ち

　わ
す
れ
な
い

南
赤
塚
小
学
校　

石い
し
か
わ川　

和か

ず

き希

（
26
年
度
に
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）



（２２）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

興
興
興

新
橋
児
童
館

　
　
　
　
　
　

問
撒（
57
）
９
１
５
５

５
月
の
休
館
日

　

３
日（
日
）、４
日（
月
）、５
日（
火
）、

　

６
日（
水
）

興
楽
し
い
手
芸
教
室

　

ス
ウ
ィ
ー
ツ
デ
コ
で
メ
モ
ス
タ
ン

ド
を
作
り
ま
す
。
甘
く
て
食
べ
た
く

な
っ
ち
ゃ
う
か
も
…
。

　

５
月
７
日（
木
）～
16
日（
土
）

　

10
時
30
分
～
12
時
（
土
日
の
み
）

　

14
時
～
17
時

　

※
30
分
ご
と
に
開
始
致
し
ま
す
。

　

小
学
生

　

無
料

　

申
し
込
み
受
付
中
で
す
。

　

（
電
話
可
）

興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

先
生
と
お
話
を
し
な
が
ら
、
オ
イ

ル
を
使
わ
な
い
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

①
５
月
12
日（
火
）

　

②
６
月
９
日（
火
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

12
か
月
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

う
か
な
～
？
甘
く
て
お
い
し
い
ク

レ
ー
プ
を
作
ろ
う
。

　

５
月
23
日（
土
）

　

〈
幼
児
〉
10
時
30
分
～
12
時

　

〈
小
学
生
〉
14
時
～
15
時
30
分

　

各
回
20
名
程
度

　

〈
幼
児
〉
３
歳
以
上
の
幼
児
と
保
護
者

　

〈
小
学
生
〉
小
学
生
以
上

※
幼
児
と
小
学
生
の
ご
兄
弟
の
参
加

　

に
つ
い
て
は
お
好
き
な
方
で
ご
参

　

加
く
だ
さ
い
。

　

１
人　

１
０
０
円

　

５
月
７
日（
木
）～
21
日（
木
）

　

各
回
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

ま
す
。（
電
話
不
可
）

興
お
は
な
し　
お
は
な
し

　

今
回
の
お
話
の
テ
ー
マ
は
《
３
び

き
の
こ
ぶ
た
》
で
す
。
児
童
館
の
お

話
の
世
界
を
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

５
月
27
日（
水
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

幼
児
と
保
護
者

　

無
料

　

５
月
７
日（
木
）～
22
日（
金
）ま
で

　

受
付
中
。（
電
話
可
）

興
楽
し
い
工
作
教
室

　

軽
～
い
紙
粘
土
を
使
っ
て
型
抜
き

マ
グ
ネ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

　

20
組

　

無
料

持
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル　

１
枚

　
　
　
　

バ
ス
タ
オ
ル　
　
　

１
枚

　

①
５
月
１
日（
金
）よ
り
受
付
開
始

　

②
５
月
18
日（
月
）よ
り
受
付
開
始

　

（
①
②
ど
ち
ら
も
電
話
申
込
可
）

興
ラ
ン
チ
デ
ー

　

お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
児
童
館
の
お

庭
で
お
友
達
と
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
し

ま
せ
ん
か
？

　

５
月
16
日（
土
）・
30
日（
土
）

　

11
時
30
分
～

　

小
学
生

　

10
名
程
度

　

無
料

持
ち
物　

お
に
ぎ
り　

飲
み
物

　

５
月
１
日
よ
り
受
付
開
始

興
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

　

ク
ル
ク
ル
ク
レ
ー
プ
嗣
何
を
巻
こ

　

６
月
４
日（
木
）～
14
日（
日
）

　

14
時
～
17
時

　

全
利
用
者

　

無
料

　

直
接
児
童
館
ま
で
来
て
く
だ
さ
い
。

☆
☆
幼
児
ク
ラ
ブ
ご
案
内
☆
☆

　

季
節
の
お
う
た
・
お
は
な
し
等
楽

し
い
内
容
で
み
ん
な
と
過
ご
す
１
時
間
。

ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
見
て
く
だ
さ
い
。

よ
ち
よ
ち
ぐ
み
（
月
２
回
）

　

５
月
11
日（
月
）

　
　
　

25
日（
月
）お
誕
生
日
会

　

10
時
30
分
～
11
時
15
分
ま
で

　

０
歳
～
１
歳
６
か
月
の
親
子

　

無
料

　

直
接
児
童
館
ま
で
来
て
下
さ
い
。

ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
ぐ
み

　

（
主
に
３
歳
・
４
歳
・
５
歳
児
対
象
）

　

７
日
・
14
日（
お
誕
生
日
会
）・

　

21
日
・
28
日

ひ
よ
こ
ぐ
み（
主
に
１
歳
・
２
歳
児
対
象
）

※
今
年
度
よ
り
ひ
よ
こ
ぐ
み
の
曜
日

　

が
変
更
に
な
っ
て
ま
す

　

１
日
・
８
日
・
15
日（
お
誕
生
日

　

会
）・
22
日
・
29
日

※
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
も
10
時
30
分
～

　

11
時
30
分
で
お
こ
な
い
ま
す
。

※
両
ク
ラ
ス
と
も
対
象
年
齢
以
外
で

　

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

無
料

　

直
接
児
童
館
ま
で
来
て
く
だ
さ
い

こどもひろば

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

日 容 儡所 定対 申

日儡 対申日対

儡 定申日儡 定 対申

日儡 定対申日儡 対申

日儡 対申日儡 対申日日儡申



（２３）

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

問
撒（
54
）
１
４
４
０

５
月
の
休
館
日

　

３
日（
日
）、４
日（
月
）、５
日（
火
）、

　

６
日（
水
）

興
マ
マ
の
ほ
っ
こ
り
タ
イ
ム

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
と
な
り
ま

　

す
が
、
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
の
為
お

　

早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
肩
の
も
み
ほ
ぐ
し

　

５
月
８
日(

金)

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

５
月
７
日（
木
）ま
で
に
児
童
セ
ン

　

タ
―
へ
（
電
話
可
）

☆
た
ま
ご
の
ポ
プ
リ
作
り

　

５
月
14
日（
木
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

５
月
13
日（
水
）ま
で
に
児
童
セ
ン

　

タ
―
へ
（
電
話
可
）

※
両
日
と
も　

乳
幼
児
の
親
子

　
　
　
　
　
　

６
組

　
　
　
　
　
　

無
料　

と
な
り
ま
す
。

興
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

※
今
年
度
は
、
幼
児
・
小
学
生
と
も

　

に
１
回
ご
と
の
申
し
込
み
に
な
り

　

ま
す
。

☆
幼
児　

　

５
月
10
日(

日)

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

（
全
水
曜
日
）

　

１
歳
～
就
学
前
の
親
子

　

２０
組　
　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
お
誕
生
会

　

４
月
・
５
月
生
ま
れ
の
お
友
だ
ち
、

お
め
で
と
う
。

　

５
月
１５
日（
金
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

１
歳
～
就
学
前
の
誕
生
児
の
親
子

　

20
組　
　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
折
り
紙
教
室

　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
折
り
紙
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

５
月
20
日（
水
）16
時
～
17
時

　

小
学
生

　

20
名　
　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
マ
マ
と
一
緒
にEnjoy English

　

マ
マ
と
、
年
齢
に
合
っ
た
英
語
を

覚
え
よ
う
！

　

５
月
21
日(

木)

　

10
時
30
分
～
１１
時
30
分　

　

２
歳
～
就
学
前
の
親
子

　

20
組　
　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
お
は
な
し
ラ
ン
ド

　

楽
し
い
お
は
な
し
が
は
じ
ま
り
ま
～
す
。

　

３
歳
～
就
学
前
の
親
子

　

10
組　
　

無
料

　

５
月
１
日（
金
）～
５
月
９
日（
土
）

　

ま
で
に
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　

（
電
話
可
）

☆
小
学
生

　

５
月
17
日（
日
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

小
学
生

　

10
名　
　

無
料

　

５
月
10
日（
日
）～
５
月
16
日（
土
）

　

ま
で
に
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　

（
電
話
可
）

興
乳
幼
児
教
室
ぴ
よ
ぴ
よ
組

　

赤
ち
ゃ
ん
と
、
た
く
さ
ん
ふ
れ
あ

い
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
12
日
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
遊
び

　
　
　

19
日
わ
ら
べ
う
た

　
　
　

26
日
か
た
つ
む
り
制
作　

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

（
全
火
曜
日
）　

　

０
歳
～
１
歳
未
満
の
親
子

　

20
組　
　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
乳
幼
児
教
室
う
さ
ぎ
組

　

今
月
も
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
す
。

　

５
月
13
日
お
買
い
も
の
ご
っ
こ

　
　
　

20
日
レ
ッ
ツ
！
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
　
　

27
日
マ
マ
と
お
部
屋
飾
り
作
り

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

５
月
22
日（
金
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

２
歳
～
就
学
前
の
親
子

　

20
組　
　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
自
然
の
森
探
検

　

児
童
セ
ン
タ
ー
の
周
り
の
自
然
に

親
し
も
う
。　

　

５
月
28
日（
木
）10
時
30
分
～
12
時

　

２
歳
～
就
学
前
の
親
子

　

20
組　
　

無
料

　

５
月
27
日（
水
）ま
で
に
児
童
セ
ン

　

タ
―
へ
（
電
話
可
）

※
雨
天
等
の
場
合
に
ご
連
絡
を
す
る

　

た
め
、
必
ず
申
し
込
み
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

興
親
子
の
ク
ッ
キ
ン
グ

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
で
も
で
き
る

ク
ッ
キ
ン
グ
♪　

　

５
月
29
日(

金)

10
時
30
分
～
12
時

　

２
歳
～
就
学
前
の
親
子

　

10
組

　

１
０
０
円

　

５
月
26
日(

火)

ま
で
に
参
加
料　

を
添
え
て
児
童
セ
ン
タ
ー
へ(

電　

話
不
可)

要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
本

人
又
は
家
族
の
分
の
み
の
申
込
み
と

な
り
ま
す
。

こどもひろば
日申日

儡 定 対

申日

申

儡

定 対日申

儡

定 対日申

儡

定 対日

申

儡

定 対日申

儡

定 対日申

儡

定 対日申

儡

定 対

日申

儡

定 対日申

儡

定 対日申 儡 定 対



（２４）

名称 日時 場所 内容・対象 相談員 問い合わせ先

幼 児 こ と
ば の 教 室

月～金曜日（祝日を除く）
９時３０分～１２時

１３時～１７時

幼児ことばの教室
（町武道館裏）
（窓口：こども教育課）

ことばの発育で気
になる事など 言語聴覚士 幼児ことばの教室

撒（５７）４１８９

教 育 相 談
月～金曜日（祝日を除く）

９時～１２時
１３時～１５時

町こども教育課
児童生徒・保護者
の方の悩み、教育
に関する相談

相談員 こども教育課
撒（５７）４１６７

あ す な ろ
教 育 相 談

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時

１３時～１７時
あすなろ教室相談室

（町武道館裏）
不登校に関する相
談 相談員

あすなろ教育相談
室
撒（５７）４１８９

法テラス栃木
月～金曜日

９時～１２時
１３時～１５時

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

法的な困りごと 相談員 法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５

栃木県司法書
士 会 総 合 相
談 セ ン タ ー

【小山会場】
毎月第３土曜日（要予約）
１０時～１５時

【電話相談】
毎週土曜日
１０時～１５時

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室

【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

不動産関係、会社関連、裁
判所手続関連、成年後見
関連の相談、供託、消費
者金融会社等の借金整理

司法書士 司法書士会
撒０２８（６１４）１１２２

働 く 人 の
メ ン タ ル
ヘ ル ス 相 談

毎月第４金曜日
１３時３０分～１６時３０分

小山労政事務所
県庁小山庁舎３階

職場でストレスやメンタ
ルヘルス不調を抱えてい
る方、そのご家族や上司・
同僚の方からの相談

産業カウンセラー 小山労政事務所
撒０２８５（２２）４０３２

行政書士電話
相談センター

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１７時

電話相談
撒０２８（６３８）０９１９

成年後見・相続・遺言・
契約書・許認可 行政書士 行政書士会

撒０２８(６３５)１４１１

み ん な の
人 権１１０番

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０
　　　（全国共通）

近隣間のトラブル、高齢
者に対する虐待、障がい
者に対する差別や偏見な
どの相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

女 性 の 人 権
ホットライン

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（０７０）８１０
　　　（全国共通）

夫・パートナーからの暴
力やストーカー行為、女
性に対する差別など、女
性をめぐる様々な相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

Ｄ Ｖ 相 談 月～金曜日（祝日を除く）
８時３０分～１７時１５分 町生活環境課

配偶者・パートナーから
の身体的、精神的、性的
などの暴力に対する相談

町職員
町民生活部生活環
境課
撒（５７）４１５４

子 ど も の
人 権１１０番

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０
　　　（全国共通）

「いじめ」、虐待な
ど、子どもの人権
問題に関する相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

児童虐待相談 月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
８時３０分～１７時１５分

町公民館内
　こども教育課
撒０２８０（５７）４１３８

（休日・夜間）
児童虐待緊急ダイヤ
ル
撒０２８（６６５）３６７７

児童虐待について
の相談・通告

町職員
相談員

こども教育課
撒（５７）４１３８

フ リ ー ダ イ
ヤ ル「 自 殺
予 防 い の
ち の 電 話 」

毎日１０日　８時
　～１１日　８時

電話相談
撒０１２０（７３８）５５６ 自殺予防相談 相談員

栃木いのちの
電話事務局
撒０２８（ ６２２）
７９７０

こ こ ろ の 耳 月～金曜日（祝日を除く）
８時３０分～１７時１５分

インターネットでの
相談
http://kokoro.mhlw.go.jp/

働く人のメンタルヘル
ス・ポータルサイト
心の健康確保と自殺や過
労死の予防

相談員　
（社）日本産業カウ
ンセラー協会
撒０３(５４０８)８６５１



（２５）

相談コーナー
名称 日時 場所 内容・対象 相談員 問い合わせ先

心配ごと相談５月２０日（水）
１０時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

日頃の悩みなど日
常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

町社会福祉協議会
撒（５７）３１００　

人権・行政合同
相 談

５月１３日（水）
９時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

人権侵害の悩みや
役所などが行って
いる仕事に対する
疑問や相談

人権擁護委
行政相談委員

町民生活部生活環境課
撒（５７）４１３２　

子育てサロン

５月１８日（月）
１０時～１２時 新橋児童館 子育てについて 子育てサロン相談員 新橋児童館

撒（５７）９１５５

５月１１日（月）・２５日（月）
１０時～１２時 あかつか児童センター 子育てについて センター職員

子育てサロン相談員
あかつか児童センター
撒（５４）１４４０

行 政 書 士
専 門 相 談

５月２７日（水）
１０時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

相続や遺言、農地転
用、開発行為など
・予約制
・随時受付先着４名

行政書士 行政書士会小山支部
撒０２８５（３２）３０９０

法 律
（ 弁 護 士 ） 
相 談

５月２１日（木）
１０時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

財産・扶養・土地・金
銭貸借・賠償・離婚
などの問題に関す
る相談

弁護士 町社会福祉協議会
撒（５７）３１００　

野木町地域包括
支 援 セ ン タ ー

月～金曜日
８時３０分～１７時１５分

（緊急時は上記以外でも）

友沼５８４０－７
町老人福祉センター

（ホープ館）

高齢者についての
介護相談・総合的
な相談

保健師
社会福祉士
介護支援専門員

野木町地域包括
支援センター
撒（５７）２４００

ライフサポート
セ ン タ ー ゆ め

月～土曜日
８時３０分～１７時３０分

丸林６３０－４
グランツブリーゼ

障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）３６２４

み ら い 月～金曜日
１０時～１７時 丸林３７１－１２

障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員 みらい
撒（５７）２６７３

健 康・育 児
相 談

毎週水曜日
（受付）９時３０分～１１時 町保健センター 健康・子育てにつ

いて
保健師
栄養士

町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１７１

ボランティア
相 談

火～日曜日
９時～１８時

町ボランティア
支援センター

（きらり館）
ボランティアにつ
いて コーディネーター

町ボランティア支援
センター（きらり館）
撒（２３）１２３１

野 木 町 障 が
い 者 虐 待 防
止 セ ン タ ー

（来所）月～金曜日
　　　（祝日を除く）
　　　８時３０分～１７時１５分

（電話）随時

○来所
　町保健センター
○電話相談
　（平日）（５７）４１９６
　（休日・夜間）
　０９０（３２４６）２２６０

障がい者の虐待に
ついての相談・通
報

町職員 町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１９６

消費生活相談
平日
９時～１２時
１３時～１６時

町産業課内
消費生活センター

契約や取引に関す
る消費者トラブル 相談員 町消費生活センター

撒（２３）１３３３

こころの相談５月２３日（土）（要予約）
１０時～１２時 町保健センター メンタルヘルス相談 カウンセラー 町民生活部健康福祉課

撒（５７）４１７１

よりそいホッ
ト ラ イ ン２４時間いつでも 電話相談

撒０１２０（２７９）３３８
生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺念
慮などの幅広い悩み

相談員
一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
死 admin@279338.jp
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ゆ～らんど（野木町健康センター）　お知らせ

★日本矯体療術師協会指導者 “ 日向野トシ先生 ” による手技療法治療を

　実施します。（毎週金曜日）

★馬場純子先生による ‘ やさしいヨガ教室 ’ を開催しております。（毎週月曜日、午前１０時３０分～１１時３０分）

★優しい甘さ・どこか懐かしい、ゆ～らんどオリジナル ‘ ゆ～らんど饅頭 ’ 好評販売中です。

★毎週土・日曜日お手軽リラクゼーションを実施します。（癒し処ほぐし屋さん）

　全身オイルケア・タイ古式ケア・足つぼケア・全身もみほぐしケアなど本格ケアが受けられます。

★男女浴室洗い場を各７か所から９か所に増設いたしました。

★５月のお風呂　温泉…（男女露天風呂）９日（土）・１０日（日）・２３日（土）・２４日 ( 日 ) 《西那須野温泉大鷹の湯》

※都合により変更、臨時休館になる場合がございます。詳しくはお問い合わせください。

住所　野木町南赤塚１５１４

電話　０２８０－５７－０７５５

指定管理者　宮ビルサービス㈱

休館日　火曜日

古河市（茨城県）

第 22 回館蔵資料展
「徳川家康没後４００年　通りまーす。
～日光社参と仁連・諸川宿～」

　徳川家康の没後４００年にちなん
で、日光社参に関わる資料を館蔵
品より紹介します。

期間　６月２９日(月)まで
　　　１０時～１８時
休館日　５月７日（木）・２９日（金）
場所　三和資料館展示室

問　燦ＳＵＮ館 ( 三和図書館資料館 )
　　　　　　　　撒０２８０（７５）１５１１

加須市（埼玉県）

加須市内２つの道の駅を
ご利用ください

　地元のお米をはじめ、地域特産新鮮
野菜や自慢の手打ちそば、おすすめグ
ルメなど数多く取り揃えております。
　ぜひ、お立ち寄りください。

問　道の駅 きたかわべ
　　「物産販売施設」（いな穂）
　　　　　　　　撒０２８０（６２）５５５５
　　道の駅 童謡のふる里おおとね　
　「農業創生センター」
　　　　　　　　撒０４８０（７２）２１１１

板倉町（群馬県）

「上方演芸会」公開収録

日時　５月２９日(金)
場所　板倉町中央公民館
観覧申込　住所・氏名・連絡先を
記入の上、必ず往復はがきで下記
までお申し込みください。５月１１日

（月）必着。
※ ご応募の際にいただいた情報は、

抽選結果や番組に関するご連絡
のほか、受信料のお願いに使用
させていただくことがあります。

問　〒３７４－０１９２
　　板倉町役場上方演芸会観覧係
　　http://www.town.itakura.gunma.jp/
　　撒０２７６（８２）１１１１

関東どまんなかサミット情報
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野木小学校が「とちぎ元気キッズ学校奨励賞」を受賞

野木町消防団第１分団に
新しい消防ポンプ自動車が配備されました

トピックス ～町の話題～

　３月１８日（水）、野木小は栃木県教育委員会から「と
ちぎ元気キッズ学校奨励賞」を受賞しました。特徴は、
朝の活動に「運動の時間」を計画的に設定したり、遊
びカードを用いて家庭との連携を図ったりして、子ど
もたちに運動の楽しさを十分に味わわせる取組であり、
その点が評価されました。６年の佐久間翔君が、児童
の代表として学校長から賞状を受け取りました。県内
の全小学校を対象に応募があり、今年度は野木小を含
め１６校が受賞しました。

　３月１３日（金）、野木町消防団に新たな消防ポンプ自動車
（定員６名でポンプ性能は毎分２，０００リットル以上）が交付
され、約２０年間消防ポンプ自動車を使用し、老朽化が目立っ
ていた消防団第１分団（上原一範分団長：友沼・潤島地区）
に配備されました。
　交付式で町長は「この最新鋭の消防ポンプ自動車を最大
限活用し、町民が安心して暮らせるよう防火・防災に更な
るご尽力を賜りますようお願い申し上げます」と挨拶した。
　交付式後、団員は、新しい車両の操作方法を熱心に確認
していました。

野木町協働のまちづくり支援事業　　　　　　　　　　　

第２回ビブリオバトルを開催しました

　野木町の「読書のまち宣言」を支援し、読書の楽しさ
をを伝えることを目的としたビブリオタウン野木は、３
月８日（日）町立図書館において「第２回知的書評合戦ビ
ブリオバトル」を開催しました。参加者は小説や絵本な
ど思い思いの本を持ち寄り、グループごとに持ち寄った
本を紹介し合い、一番読みたくなった本「チャンプ本」
を決め、読書への関心を高めるとともに、参加者同士交
流を深めました。

６次産業化総合化事業計画認定証交付式

　３月２０日（金）、宇都宮市とちぎアグリプラザにおいて、六
次産業化・地産地消法に基づく総合化事業計画認定証交付式
が行われました。今回は栃木県内で新たに３件が認定され、
野木町で社会福祉法人パステルが初めて認定証の交付を受け
ました。
　事業概要については、社会福祉法人パステルが栽培する桑
の葉を原料に、「パウダー・麺類・スイーツ」などに加工し、
販売するものです。販売は、パステルの直売所や道の駅思川
等の他、インターネットにて販売される予定です。
　地域資源を活用し、地域の活性化につながるよう期待して
おります。
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トピックス ～町の話題～

ご寄付をいただきました

　日東工業株式会社様から現金300万円のご寄付をいただきま
した。
　３月25日（水）、日東工業株式会社の松下専務、栃木野木工場
の大石工場長、須田総務課長が来庁され、町長に目録が手渡さ
れました。
　同社からは昨年に引き続いての寄付となります。
　自治振興及び観光振興の事業に有効活用させていただきます。

わがまち協働推進事業

第２回のぎの楽市「えんにち」を
開催しました

図書カードとランチョンマットのご寄付をいただきました

　３月１５日（日）、「ボランティアが野木まちを元気
に！」をテーマに駅西口ロータリー及び野木町ボラ
ンティア支援センターきらり館の２会場において２
回目となるのぎの楽市「えんにち」が開催されまし
た。えんにちの目玉である仮装ウォーキング大会で
は今回も１００名を超える参加者が駅前通りを大行進
し、初登場となる手作りお化け屋敷では多くの子ど
も達が楽しんだほか、前回に引き続き大道芸やダン
ス、ボランティア団体等の出店が会場を盛り上げま
した。

　３月24日（火）、ＪＡおやま様から「小学校で役立ててくだ
さい」と図書カード１１１,５００円分と、小学校新入生に給
食時に使用するランチョンマットの寄付がありました。
　教育委員会では、各校に図書カードを配布して、「読書の
まち宣言」を更に盛り上げられるよう配慮しました。
　ＪＡ直売所では、購入者から任意に小学校ごとの箱にレ
シートを投函されたものを集計し、その売り上げの一部を図
書カードにして寄付されています。
　また、ランチョンマットは、栃木産農畜産物をたくさん食
べて健やかに成長してほしいという願いから、新入生に寄
付されました。
　図書カードの寄付は今年８回目、ランチョンマットは今年
初めての寄付です。大変ありがとうございました。

ランドセルカバー贈呈式

　３月２０日（金）、小山地区交通安全協会様から新入学児童
の交通安全を願って、ランドセルカバーが町へ贈呈されまし
た。
　保護者の方はお子様に家庭で交通安全の指導を、ドライ
バーの方は安全運転を心がけ、地域全体で子どもを交通事故
から守りましょう。
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町内の交通事故

３
月
累
計

件数 4

死者 ０

傷者 4

２７
年
累
計（
前
年
比
）

件数
（増減）

9
（△１₀）

死者
（増減）

１
（１）

傷者
（増減）

9
（△１₄）

町内の犯罪発生件数

３
月
累
計

空き巣 3

自動車盗 0

車上ねらい ０

自転車盗 ０

２７
年
累
計（
前
年
比
）

空き巣
（増減）

5
（△2）

自動車盗
（増減）

２
（1）

車上ねらい
（増減）

０
（△2）

自転車盗
（増減）

１
（0）

町内の救急出動

３
月
累
計

出場
件数 83

搬送
人員 78

２７
年
度
累
計（
前
年
度
比
）

出場
件数

（増減）
902

（△50）

搬送
人員

（増減）
815

（△₈₀）

 野木町煉瓦窯を
　　 未来に残すために！
煉瓦窯の保存修復費用として、
　皆さんの寄附金・募金を受付けています。

○３月末までにご協力いただいた寄附金・募金
　　　　寄附金          ８，２９２，１６３円
　　　　（内ふるさと納税 ２，７３６，０００円）
　　　　募　金          １，０１９，７８９円
　　　　　計            ９，３１１，９５２円

問生涯学習課撒（５７）４１８８

健 の康 ぎタ をウ 目 しン 指 て ０２

『１日３５０ｇ（５皿分 )以上の野菜を食べる！』

問町民生活部健康福祉課撒（５７）４１７１

　野菜は「ビタミン」「ミネラル」「食物繊維」など栄養素が豊富な食材です。健康のためには、１日３５０

ｇ以上の野菜を食べることが大切です。

・緑黄色野菜・淡色野菜を１：２

　程度の割合で。

・生の状態で両手の平いっぱい

　で３５０ｇの量です。

キャベツの葉中
位１枚分をせん
切りにする

ほうれん草７０
ｇをゆでる

にんじん３０ｇ
ごぼう３０ｇ
をきんぴらに

にんじん３０ｇ
玉ねぎ４０ｇ
をスープにする

なす６０ｇをゆ
でる

調 理 加 熱 後 、 生 の 野 菜
３５０ｇが 野 菜 料 理 の 小 皿
や汁物５品分になります。

野菜料理の小皿や汁物は、毎食１～２品、１日５品
以上を目安にすることで３５０ｇ以上の野菜がとりやす
くなります。
次号で野菜料理のレシピを紹介したいと思います。

町ホームページに掲載する
バナー広告を募集します

　１枠当たり：７，０００円／月
　　天地６０ピクセル、左右１２０ピクセル、
　　容量８KB以内、形式 GIF・JPEG
　
　※ 審査の結果、掲載できない場合があります。
　※ 詳しいことはお問い合わせください。

　問総合政策部政策課撒（57）４１３３

ご提案やご意見をお寄せください

　町政へのご提案やご意見をお寄せください。
今後の新しいまちづくりの参考とさせていただ
きます。
◎お手紙で
　宛先　〒３２９‐０１９５（住所不要）
　　　　野木町長　真瀬宏子　行
◎ファックスで
　０２８０（５７）４１９０
◎メールで
　町ホームページトップページの「ご意見箱」　
　をクリックしてください。
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広報連絡委員レポート呉３４８

野
木
町
に
住
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
広
報
連
絡
委
員

上
原　
明
美

　私
が
﹁
野
木
町
﹂
に
住
ん
で
、
早

二
十
四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
�

　初
め
、
栃
木
県
と
言
わ
れ
て
も
、

﹁
日
光
﹂
や
﹁
那
須
﹂
が
有
名
で
、

野
木
は
よ
く
知
ら
な
い
土
地
で
し
た
�

仕
事
で
埼
玉
県
の
浦
和
に
住
ん
で
い

た
も
の
で
、
何
か
の
時
に
﹁
今
度
、

栃
木
の
野
木
に
引
っ
越
す
﹂
と
話
す

と
、
あ
る
方
か
ら
﹁
ロ
�
ズ
タ
ウ
ン

で
有
名
で
、
宇
都
宮
線
で
大
宮
か
ら

四
十
分
で
着
く
よ
﹂
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
�
も
っ
と
遠
く
に
感
じ

て
い
た
野
木
で
す
が
、
意
外
に
近
い

場
所
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
�　野

木
に
住
み
、
子
ど
も
が
小
学
校

入
学
時
に
も
、
埼
玉
に
住
む
姉
た
ち

は﹁
三
十
人
学
級
﹂が
理
想
と
か
言
っ

て
い
た
と
き
に
も
、
私
の
子
ど
も
の

学
校
は
﹁
三
十
三
人
﹂
と
い
う
、
本

当
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
の
六
年
間
の

学
校
生
活
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
�

　ま
た
、
栃
木
に
来
て
一
番
の
衝
撃

の
郷
土
料
理
で
あ
る﹁
し
も
つ
か
れ
﹂

で
す
�
大
根
、
に
ん
じ
ん
、
鮭
、
ち

く
わ
、
酒
粕
等
の
入
っ
た
料
理
で
す

が
、
最
初
は
食
べ
る
の
も
ち
�
っ
と

迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
�

　し
か
し
主
人
の
姉
が
と
て
も
料
理

上
手
で
、﹁
し
も
つ
か
れ
﹂
も
に
ん

じ
ん
を
少
し
多
く
入
れ
て
、
色
合
い

を
良
く
、
私
に
も
食
べ
や
す
い
よ
う

に
鮭
も
切
り
身
の
み
入
れ
て
、
工
夫

し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
の
で
、
今

で
は
大
好
き
な
料
理﹁
し
も
つ
か
れ
﹂

と
な
り
ま
し
た
�
健
康
に
も
、
と
て

も
良
い
料
理
だ
と
思
い
ま
す
し
、
私

も
こ
の
料
理
を
作
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
�

　野
木
に
住
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方

に
も
出
会
い
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ

な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、
私
自
身

も
成
長
し
た
こ
の
二
十
四
年
間
、
第

二
の
ふ
る
さ
と
﹁
野
木
﹂
に
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
�

シ
リ
ー
ズ
野
木
町
の
ご
み
処
理

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
５７
）
４
２
４
７

42
南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　現
在
、
南
赤
塚
地
区
内
で
は
小
山

広
域
保
健
衛
生
組
合
に
よ
っ
て
、
南

部
清
掃
セ
ン
タ
�
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
�
容
リ
法
対
象
ビ
ニ
プ

ラ
施
設
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
施
設
に

続
き
、
今
回
は
ス
ト
�
ク
ヤ
�
ド
と

研
修
施
設
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
紹

介
し
ま
す
�

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

　ス
ト
�
ク
ヤ
�
ド
は
、
野
木
町
か

ら
集
め
ら
れ
た
可
燃
系
の
資
源
物

︵
古
布
・
古
紙
︶
を
民
間
業
者
に
引

き
渡
す
た
め
に
、
一
時
仮
置
き
す
る

施
設
で
す
�
な
お
、
ス
ト
�
ク
ヤ
�

ド
は
既
に
整
備
が
完
了
し
て
お
り
、

南
部
清
掃
セ
ン
タ
�
の
他
施
設
の
稼

動
が
始
ま
る
ま
で
の
間
、
野
木
町
か

ら
集
め
ら
れ
た
可
燃
ご
み
の
積
替
施

設
と
し
て
稼
動
し
て
お
り
ま
す
�
こ

れ
は
、
こ
れ
ま
で
野
木
町
の
生
・
可

燃
ご
み
を
処
理
し
て
い
た
野
木
資
源

化
セ
ン
タ
�
を
解
体
し
て
か
ら
南
部

清
掃
セ
ン
タ
�
を
整
備
す
る
た
め
で

あ
り
、
現
在
、
野
木
町
の
可
燃
ご
み

は
ス
ト
�
ク
ヤ
�
ド
で
積
替
え
て
か

ら
、
近
隣
の
自
治
体
な
ど
に
処
理
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
�

研
修
施
設

　研
修
施
設
は
別
棟
で
整
備
さ
れ
、

容
リ
法
対
象
ビ
ニ
プ
ラ
施
設
や
生
ご

み
の
堆
肥
化
施
設
か
ら
独
立
し
た
施

設
と
な
り
ま
す
�
研
修
施
設
は
施
設

見
学
者
へ
の
説
明
や
リ
サ
イ
ク
ル
に

関
す
る
会
議
な
ど
の
場
と
し
て
、
地

域
に
開
か
れ
た
施
設
と
な
り
ま
す
�

ビ
ニ
プ
ラ
と
剪
定
枝
の
分
別
に
つ
い
て

　

野
木
町
で
は
、
平
成
２８
年
４
月
か

ら
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
ビ
ニ

プ
ラ
）
と
剪
定
枝
の
分
別
が
新
た
に

加
わ
り
ま
す
。
野
木
町
の
燃
や
す
ご

み
の
量
を
減
ら
し
リ
サ
イ
ク
ル
の
向

上
を
図
る
た
め
に
も
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ビ
ニ
プ
ラ
は
こ
の
マ
ー
ク
が
目
印

で
す
。

しもつかれ
画像提供：農山漁村の郷土料理百選
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　町では、平成２６年度より、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるように高齢者対策プロジェク

トを立ち上げました。

　今後、町の高齢者数は年々増加することが見込まれており、６５歳以上の人口割合が現在４人に１人で

すが、団塊の世代が７５歳を迎える平成３７年には３人に１人になると予想されます。

　今年度、町の高齢者サービスは以下の通りですので、ご活用ください。

～新橋区高齢化対策検討会の概要～

目標指針・高齢者が地域で明るく元気に

暮らしてゆくために

　新橋区は、昭和５７年に入居を開始しました。住宅と緑が調和した静かな住宅街です。東京等へ通勤す

るサラリーマンが多く、住民は団塊の世代が主流、２０２５年問題が身近に迫っている地域でもあります。

　平成２４年８月、住民基本台帳を基に区民の年齢分布を分析しました。その結果、区域内の高齢化率は、

２０２３年に５０％を超える（ブルーミング・ガーデン自治会を除く）

こと、７５歳以上の高齢者が急増する事等少子高齢化が急速に進

むことが数値により確認されました。

　新橋区は、国、県、野木町を上回るペースで少子化が進ん

でいる状況です。

野木町の高齢者サービス

◇高齢者通院時タクシー等利用助成事業

◇緊急通報体制整備事業

◇軽度生活支援事業

◇救急情報キット給付事業

問野木町町民生活部健康福祉課高齢対策係

撒（５７）４１７３

◇配食サービス事業

◇生活支援ホームヘルプサービス事業

◇ふれあいサロン事業

◇地域福祉ネットワーク（各種相談業務）

◇外出支援サービス事業

◇安全・安心見守りネットワーク事業

　問野木町社会福祉協議会　撒（５７）３１００

※詳しくは、お問合せ願います。
　町ホームページにも掲載しております。
　　　　渇 http://www.town.nogi.lg.jp/

偶次回からは「取組内容」を紹介します。

シリーズ高齢者対策プロジェクト

第１回目

現状編

　新橋区ではこのような、高齢化社会を迎えるにあたり、「新橋区高齢化対策検討会」を立ち上げにあ

たりました。これから４回シリーズで、検討会の取り組みをご紹介いたします。

（３１）
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～～ 全国女性町長サミット〈シンポジウム〉の観覧者を募集します～～
【日　時】平成２７年７月４日（土）１３時～１６時３０分（１２時開場）

【場　所】野木町文化会館（エニスホール）大ホール [入場無料、託児所完備 ]

【内　容】＜大ホール＞シンポジウム

　　　　　　１３：００～　オープニング：五行の舞

　　　　　　１３：４５～　基調講演：「あなたが輝く働き方～ワーク・ライフ・バランス～」

　　　　　　　　　　　　㈱ワーク・ライフ・バランス代表取締役社長　小室　淑恵　氏

　　　　　　１５：００～　女性町長によるパネルディスカッション

　　　　　　　　　　　　6名の女性町長が、ワーク・ライフ・バランスや男女共同参画などについて

　　　　　　　　　　　　トークセッションを行います。

　　　　　　１６：１５～　サミットアピール（女性町長による宣言など）

　　　　　＜小ホール＞展示コーナー

　　　　　　６町をはじめ、栃木県、近隣市町、女性団体及び各種団体による紹介コーナー

【対　象】どなたでもご参加いただけます

【定　員】５００名

【申込書】申込書は、５月１日より役場・公民館・図書館・きらり館・ホープ館・エニスホールで配布する

             ほか、各戸配布いたします。また、町ホームページ（http://www.town.nogi.lg.jp/）からもダウン

             ロードできます。

【応募方法】申込書（直接・郵送・FAX）によるほか、電話やメールでも受付いたします。（氏名・住所・

             電話番号・ 性別・年齢をお知らせください。）

【応募期間】５月１日（金）～６月１９日（金）

【申込み・問合せ先】町民生活部生活環境課人権・協働推進係

　　　　　　　　　 撒０２８０(５７)４１３２　姉０２８０(５７)３９４５　死 seikatukankyou@town.nogi.lg.jp

※　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）とは？

　　　　働くすべての男女が、家事や育児、介護、趣味など「仕事以外の生活」との調和をとり、その

　　　　両方を充実させる働き方・生き方のことです。

　第４回全国女性町長サミットを野木町で開催します。

　全国の女性町長が一同に会し、地域振興・男女共同参画・子育て支援など、それぞれの町の取組を

発表し、地方自治やまちづくりについての情報交換及び政策提言を行う「全国女性町長サミット」を

７月２日から４日までの３日間、野木町で開催します。

　７月４日に開催する「シンポジウム」は、どなたでもお聞きいただけます。

　是非参加して、女性町長と一緒に輝くまちづくりを考えてみませんか？
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第４回全国女性町長サミット in野木に参加する、６名
の女性町長及び自治体を 2回に分けて紹介します。
　※平成２７年４月１日現在の女性町長は、栃木県野木町長・埼玉県長瀞町長・神奈川県二宮町長・大阪

府田尻町長・兵庫県播磨町・福岡県苅田町長の６名ですが、今後、変更になる場合があります。

大阪府泉南郡田
たじりちょう

尻町　　町長　原　明美　はら あけみ

兵庫県加古郡播
はりまちょう

磨町　　町長　清水　ひろ子　しみず　ひろこ

福岡県京都郡苅
かんだまち
田町　　町長　吉廣　啓子　よしひろ　けいこ

平成 18年 7月播磨町長に当選、現在 3期目。

自然と産業が調和した、人にやさしく、居心地のいいまちづくりを進めて

います。子育て施策にも積極的に取り組み、質の高い住民サービスの提供

と良質な生活空間の形成を目指しています。

播磨町：人口 34,717人（H27.4.1現在）、面積 9.09㎢

　　　　播磨町は、兵庫県で最も小さく、その 3割が海を埋め立てた人工島

　　　　です。JR土山駅と山陽電鉄播磨町駅の 2駅があり、神戸から 40分、

　　　　姫路から 30分の位置にある交通至便な町です。

平成 17年 11月に苅田町長に就任、現在 3期目。

港湾、空港、道路等の産業基盤の整備はもとより、防災・防犯、子ども医

療費の無料化や少人数学級等の子育て支援の充実等、住民の皆様が安心し

て暮らし、苅田町の未来を担う子どもたちが健やかに育つような施策を推

進し、「住み続けたい」、「住みたい」、「働きたい」、「訪れたい」と感じて

いただける魅力的な町を目指しています。

苅田町：人口 36,072人（H27.3.31現在）、面積 46.60㎢ 

　　　　苅田町は、福岡県の北東の端にあり、北は北九州市、南は行橋市

　　　　に接しています。東九州自動車道の苅田・北九州空港インターチェ

　　　　ンジ、国際貿易港の苅田港や北九州空港があり、東九州の交通の

　　　　重要な場所となっています。

平成 23年 12月田尻町長に当選、現在 1期目。

女性の視点を活かし、きめ細やかな感性を発揮し、隅々まで行き届いた、

子どもから高齢者まで誰もが、安全で安心して暮らしていただける質の高

い行政サービスを提供し、未来に向けて明るいまちを目指しています。

田尻町：人口 8,693人（H26.9.1現在）、面積 5.60㎢

　　　　田尻町は、大阪府南部の泉南郡に位置し、泉佐野市、泉南市に接

　　　　しています。沖合い 5㎞には関西国際空港が立地し、その中央部（泉

　　　　州空港中）が田尻町に属しています



（３₄）

～新たに住宅を取得された方に補助金を交付します～

 

キラリインフォメーション

 

●対象者

次のすべてを満たす方が対象です。
（１）転居又は転入により新たに専用住宅、併用住宅又は区分所有建物を取得する者であること。
（２）平成２７年４月１日から平成３２年３月３１日までに住宅を取得し、取得から１年以
　　内に入居し、かつその住宅に５年以上定住することを誓約した者であること。

（３）住宅を取得した時点で５０歳以下であること。
（４）入居する世帯員が２名以上であること。
（５）取得した住宅が共有名義であるときは、その代表者であること。

●対象住宅

　平成２７年４月１日から平成３２年３月３１日までに取得した、新築住宅又は中古住宅
　とし、取得した住宅が建築基準法及び都市計画法の規定に適合していること。
　　（ただし、建て替えにより取得した住宅は除く。）

●対象地域

　野木町内全域とする。

●交付額

　新築住宅の取得にあっては15万円、中古住宅の取得にあっては10万円とする。

●交付回数

　交付を受ける同一世帯に対して１回限りとする。

●補助金の申請

　住宅を取得してから１年以内に補助金交付申請書及び次の書類を提出してください。
　（１）世帯全員が記載されている住民票謄本
　（２）定住誓約書
　（３）建物登記簿の全部事項証明書の写し
　（４）建物の平面図及び位置図
　（５）その他町長が必要と認める書類

●交付決定の取消し

　住宅を取得してから５年以内に転居又は転出したとき。
　住宅を取得してから５年以内に第三者へ譲渡したとき又は町税等を滞納したとき。

●問い合わせ先

　　都市整備課都市計画係（本館１階）ＴＥＬ：０２８０－５７－４１６１

定 住 促 進 補 助 金



（３５）

問町教育委員会生涯学習課（５７）４１７８

　町では、今年度観光と学習の拠点、地域振興の拠点として、交流センターの整備に着手いたします。

平成２７年度中に工事を完了し、２８年度の早い時期にグランドオープンを目指しております。建築場

所は、煉瓦窯に隣接する野木・野渡地内で、周辺には、歴史資源である「煉瓦窯」はもちろん、野木神社、

満福寺、水辺の楽校、野木宮合戦古戦場などが点在し、西側にはラムサール条約登録湿地である「渡

良瀬遊水地」が広がっております。

　交流センターは、町内外の来訪者が、野木町の歴史や自然・文化に触れ、さまざまな活動の場、交

流する場として中核的な役割を担っていきます。

　２７年度は、交流センターの建築と外構整備と併せて、同センターの運営、各種イベント、学習・

講座等の企画、広報宣伝等ソフト事業をどのように展開するかを調査研究していきます。

野木町煉瓦窯

(仮)交流センター

だいてばこ
ひろば

乗馬クラブ

クレイン栃木

（仮）交流センター　位置図

▲（仮称）交流センターイメージ図

　施設名称：（仮称）交流センター

　建築場所：野木町大字野木・

　　　　　　野渡字大手箱

　建築面積：約５８０．７４㎡

　　　　　　鉄骨造平屋建て

　施設機能：研修室１・２

　　　　　　展示室１・２

　　　　　　多目的室

　　　　　　休憩室

　　　　　　調理室

　　　　　　厨房

　　　　　　事務室

　　　　　　トイレ（男女）

◎施設概要

（仮称）交流センターの整備にむけて
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町の人口 ４月１日現在

　　◇人口　男 １２，５７２人　女 １２，７８７人　計 ２５，３５９人　　◇世帯数 ９，５６０

第４回
全国女性町長サミット
　　　　　     ｉｎ野木
　全国の女性町長が一同に会し、地域振興・男女共

同参画・子育て支援など、それぞれの町の取組を発

表し、地方自治やまちづくりについての情報交換及

び政策提言を行う「全国女性町長サミット」を７月

２日から４日までの３日間、野木町で開催します。

　７月４日に開催する「シンポジウム」は、どなた

でもお聞きいただけます。

　申込み方法等の詳細は、32頁をご覧ください。

第３回全国女性町長サミットの様子（H25京都府与謝野町開催）




